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}置

官
憲
の
学
園
侵
入
か

学校当局同学会誓約書をとり退出さす

鞘
慣
行
不
注
意
と
強
調

二
十
五
日
、
西
部
構
内
生
協食
堂内
に
制
服
警
官
が
立
ち
入
り
、
生
協
活
勤
を
調
査
し
て
いる
と
こ
ろ
を
学
生
が
発

見
し
、
こ
れ
を
取
り
囲
み
、
二
時間
に
わ
た
る
追
求
に
、
「今
後
一切
立
ち
入
ら
な
い
」と
いう
誓
約
書
を
書
き
、
駆

け
つ
け
た
警
官
隊
と
学
生
部
職
員
、
一部
学
生
に救
出
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
。
警
察は
、
曇
行
、
傷
害
、
公

務
執
行
妨
害
な
ど
で
、
捜
奄
活
動
で
動
い
てお
り、
今
後
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
る
。

1

嫉.'卿wつ

悔

垂
襲
饗
畢

三
十
日
(月
)
奨
鵬金
賃
与
幕
銀
者
面

接

(六
月
四
日
ま
で)

一一目
(木
V
ウ
イ
ル
ス研
究
所
単
術講

濱
会

午
前
十
時
か
ら
、
医学
部
藁
理

医
学
謂
鍵
で

曲邸の門禰を越えて叡出される警官(矢印)と状況証拠写翼をとる刑事(自 帽子)

三
日
盆
己
化
学
研
究
所
学
術
講
演
会

午
後
一時
半
か
ら
、
大
阪
擁
日
文
化

ホ
ー
ル
で

五
日
曾
)
臨
時
講
潰
会

山
城
。摂

津
方
面
、
講
師
藤
田
謙
二
邸
教
養
部
敦

授

上
田
正
昭
、
上
横
手
雅
敬
各
教
養

部
助
教
授
。

二十
五
日
、
午
後
三時
乙
ろ
、
爾人
の

制
服警
官
構
内
生
協
食
堂
へ日
得
を
所

立ち
入り
、
現
場
主
任
藤
原
宇
之
助
さ

ん
に
管
理
實
任古
、
当
直
虐
な
ど
の
住

女
、氏
名
を
聞き
出
し
て
い
る
の
を
、

学
生
が
み
つ
け
同
学会
委
員
長
山
田
武

生
君
(文
2
)な
ど
を中
心
と
し
て
、

「警
官
が
、
学
内
に
何
の目
的
で入
っ

か
」
「事
前
速
絡
し
て
、評
可
を
得
た

の
か
」
な
ど
聞
き
、
「警
察
手
見
せ

ろ
」
と
要
悉
た
が
、
警
官は
これ
を

拒
み
、
両
者
で
押
間
答
が
繰
返
さ
れる

う
ち
、
学
生
約
百
人
が
集
ま
り
、
「警

察
富
の
堂内
侵
入
に
対
し
、
厳
し
く
追
一

詑
慧

箋

川端警鑑

長
(着
木
松
一)
か
ら
、
西
尾
雅
七

学
生
部
長
に
対
し
て
「
一警
冒
が
(

不
法
臨
禁
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
警
官

隊
多
数
で救
帥
に
向
う
か
ら
」
と
の

電
話
が
入
り
、
始
め
て
事
を
知
った

学
生
部
畏
が
、
西
部
食
覚
へ
駆
け
つ

け
立
ち
入
った
警
官
に
対
し
「大
学

は
、慣
行
と
し
て
、
官
憲
の
立
ち
入

りは
事
前
連
給
を
必
要
と
し
て
い

る
。不
要
意
に
立
ち
入
った
こ
と
に

対
し
謝
罪
文
を
欝
く
よ
う
に
」
と
要

求し
て粛
藤
常
天
東
一条
派
団
所
巡

査な
る署
名
入
り
の
「誓
約
轡
」
を

書
かせ
て
、
警
官
を
学
外
へ
出
そ
う

と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、多
数
学
生
は
、
「誓
約

書
だけ
で、
事
を済
ま
せ
て
は
な
ら
な

い
も
っと
、真
相
を
究
明
せ
よ
」
と
し

て
詣
藤巡
査
の尋
闘
継
続
を
主
張
し
た

の
に
対し
、
西用
掌
生
部
長
は
「阜
く

こ
の
警
冨を
外に
出
さ
な
い
と
驚
官
隊

の
乱
入
す
る
恐れ
が
あ
る
。
私
は
、
四

時
五十
分
ま
で
に
、外
へ出
す
約
虫
を

し
て
い
る
から
」
と
主
張
し
て
斎藤
巡

査
を
追
れ
出
そ
う
と
した
。
四時
半
ご

ろ
に
は
、
既
に
制
服
、
私
服
警官
四
十

人
程
度
が
西
部
正門
に
押
レ
かけ
てき

て
お
り
、
同
学
会
執
行
部
も
、
「これ

以
上
は
、
個
人
的
問
題
で
あ
り
追
求
す

べ
き
で
は
な
く
、
阜
く
外
へ
出
す
こと

だ
」
と
主
張
し
て
、
約
二
十
分
程
展
、

反
対
す
る
学
生
と
崇
生
部
長
、
学
生
部

職
員
ら
と
食
堂
入
ロ
か
ら
西
部
正
門
の

閥
で
大
混
乱
を
生
じ
結
局
五
時
ご
ろ
に

な
って
、
正
門
を
越
え
て
、
外
に
集
緒

し
て
い
た
警
官
隊
に
救
出
さ
れ
た
。
な

お
誓
約
書
は
次
の
と
お
り
で
同
学
会
が

保
管
し
て
い
る
。

誓
約
聾

東
一条
派
出
所
巡
査

斎
藤

常
夫

本
日
、午
後
三時
O
分
ご
ろ
、
京
大

西
部
食
堂
内
に
立
ち
入
った
こ
と
に

つ
い
ては
、
聞
違
い
な
く
、
今
後
学

内
には
妥
天
り
ま
せ
ん
。

昭和
四
十
一年
五
月
二
十
五
日

斎
●

常
夫

立
ち
入
り
の目
的
に
つい
て
は
、
食

堂
内
の
責
任者
の氏
名
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、夜
閲
智
理
者
、
住
居
者

氏
名
、
宿
直
誉住
所
氏
名
、
非
常
の

場
合
の
連
絡
先
、従
業
員
の男
女
別

君
確
認す
る

学
生
鄙長

西
尾
雅
七

三
者
連
名
抗
議
で

一
致

こ
の
日、
午
後
五
時
か
ら
、
学
生
部
会

膿
室
にお
い
て
、
警
官
侵
扇
件
に
関
す

る
処置
の問
題
に
つい
て
、
西
尾
学
生

部
長
、同
学
会
執
行
部
、
一般
学
生
、

木
原
生協
理
事長
、
そ
の
場
に
居
舎
わ

せ
た
杉村
法
学
部
教
授
ら
が
話
し
合
っ

た
が
「事前
遮絡
の
な
い
、
制
服
警
冨

が
学
内
に
入
っ
た
こ
と
に筑
議す
る
」

「二
十
六
日
、
学
生
部
長
、
同
学会
委

員
長
、
生
協
理
事良
三
者
連
名
で、
用

端
岩
に
航
議
文
を
渡
し
に
行き
二度
と

同
じ
葛
慰
が
起
ら
な
い
よ
う
に抗
議
と

話
し
合
を
す
る
」
「学
生
部
長
見
解
を

掌
の
内
外
に
発
表
す
る
」
こ
と
を
確
耀

「今
日
ほど
、
人
々
の眼
が
歴
史
に
注
が
れ

て
い
る
時
代は
な
い
。」
こ
の言
葉
は
、
ラ
イ

フ
の
人
聞
世界
更
が、
そ
の宣
伝
文
句
の
四
頭

に
か
か
げ
て
い
る
一節
であ
る
。
た
し
か
に
そ

れ
を
証
明
す
る
か
のよ
う
に
、歴
史
に
関
す
る

シ
リ
ー
ズ
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
版
さ
れ
、そ
れ

砺
静
蔽
㌶
駒
潔
諸
違

窺

歴
史
ブ
ー

ム
の
背
後

史
」
第
霧
な
ど
は
、
す
で
に六
+万
部

上

田

正

昭

を
こ
え
で
い
る
と
い
う
し
、
最
近田
版
さ

れ
た
世
界
文
化
社
の
日本
歴
史
シ
リ
ーズ
第
一

の
歩
み
を
歴
史
の
展開
に
翼

見し
よ
う
と
期

回
配
本
も
、
も
う
三
十
五
万
部
を
突
破し
たと

待
し
て
い
る
こ
と
は
事笑
であ
る
。
は
た
し
て

い
う
。
世
の
人
は
こ
う
レ
た
現
象
を歴
史
ブ
ー

そ
の
期
待
に
こ
た
え
う
るも
のを
、
歴
史
蒙
が

ム
と
よ
ぷ
。
い
か
に
も
よ
く
亮
れ
て
いる
の
で

用
意
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か。
皮
肉
な
見
方
を

じ

あ
る
。

す
れ
は
、
歴
史
書
へ
の不
信
が
、
逆
に歴
史
物

[
額
の
蜜
伝
費
を
つ
ぎ
こ
ん
で
の
歴
史
物
の

の
は
ん
ら
ん
を
生
ん
で
い
る
とず
ら
い
いう
る

は
ん
ら
ん
は
、
そ
の
最
初
に
お
い
て
は
、
出
版

側
面
が
あ
る
。

社
に
よ
って
か
も
し
だ
さ
れ
た
歴
史
ブ
ー
ム
の

こ
れ
こ
そ
が
決
定
版
と
、
鴫
り
も
の
入
り
の

に
お
い
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
し
か
し
歴
史
シ
ジ

宣
伝
で
、
読
者
の
購
売
意
欲
を
そ
そ
る
。
そ
れ

ー
ズ
の
あ
い
っ
ぐ
出
版
の
大
当
り
は
、
そ
れ
を

に
つら
れ
て
買
って
み
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
期

た
ん
に
蜜
伝
の
魔
力
と
す
ま
し
て
お
く
こ
と
が

待
は
十
分
に
満
た
さ
れ
な
い
.
そ
こ
で
つ
ぎ
の

でき
な
いほ
ど
の驚
く
べ
き
部
数
』
お
よ
ん
で

い
る
。国
民
の
歴
史
に
た
い
す
る
興
味
と
関
心

の
た
かま
り
が
、
そ
の
底
流
を
形
づ
く
って
い

る
こ
と
は否
定
でき
な
い
。
そ
れ
が
た
く
み
に

礎
版
ジ
ャ
ーナ
リ
ズ
ム
し
よ
って
組
織
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

歴
史
見
直
しム
ード
の
製
因
は
、
そ
の
年
齢

階
層
に
よ
っ
て
、ま
た
そ
の
職
業
分
野
に
ょ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
であ
る
。し
か
し
多
く
の
読
者
が

現
状
の
混
沌
と
不
安
のな
か
に
、
寓
実
の
人
問

α
更
物
への
移
行
が
は
じ
ま
る
。
読
者
の
要
求

不
満
が
、
逆
現
象
と
し
て
の
歴
史
物
の
流
行
を

う
な
が
す
の
で
あ
る
。

歴
史
ブ
ー
ム
の
名
の
も
と
に
、
歴
史
を
謎
と
き

に
附
落
き
せ
た
り
㍉
現
状
か
ら
の
逃
虹
の
導
員

に利
用
さ
れ
た
り
し
た
の
で
は
、
そ
の
ブ
ー
ム

も
手
放
し
で喜
ん
では
か
り
は
お
ら
れ
な
い
。

歴
史物
が売
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
歴
史
書

が
愛
読さ
れて
い
る
と
阜
合
点
し
て
は
な
ら
な

い
の
てあ
る
。
ツ
ン
ド
ク
と
い
う
読
者
の
抵
抗

も
は
じ
ま
って
お
り
、
歴
史
家
へ
の
警
告

も
だ
さ
ね
つ
つあ
る
。

松
本
清
張
は

「古
代
史
疑
」

(「中
へ

曇
公論
」連
載
V
の
な
か
で
、
歴
史
学
者

に
た
いす
るは
が
ゆ
さを
表
明
し
て
い
る
が
、

そ
の
批
判
の
一部
は
あ
た
って
い
る
.
彼
の
歴

史
家
にた
いす
る
挑
戦
を
、
た
だ
「素
人
の
独

断
」
と片
づけ
てお
く
こと
ほ
で
き
ま
い
.
国

民
の
要
求
に
こた
え
る歴
史
家
の
努
力
が
い
っ

そ
う
望
ま
れ
る
の
であ
る
。さ
も
な
け
れ
は
、

や
が
て
歴
史
ブ
ー
ム
は、
空
中
の楼
閣
と
し
て

あ
え
な
く
瓦
解
す
る
ぱ
かり
であ
る
。
蒔
い
た

種
は
か
り
と
ら
ね
は
な
る
ま
い
。

(教
養
部
助
教
授
・国史
学
)

し
た
。
し
か
し
、
「今
後
冒
篠
の
立
ち

入り
を
一切
拒
.舎せ
よ
」
と
蟹
求
す
る

学
生
と
「災
嵜
、
犯
罪
な
ど
の
非
常
の

場
合
は
拒
否
し
な
い
」
と
す
る
大
学
と

の見
解
が
一致
せ
ず
、
今
後
検
討
す
る

こと
で七
時
過
ぎ
解
散
し
た
。

こ
の後
、
学
生
は
集
会
を
開
き
、
山

5
抗
議
文
を
渡
す

田
同
学
会
委
員
長
は
、
「学
生部
と

共
に
流
議
行
勤
が
か
ち
と
れた
のは

大
学
の
自
治
を
守
る
た
め
の
大き
な

成
果
で
あ
った
」
と
ま
と
め
て、
解

散
レ
π
.

糞

嚢呈

 

羅
不
要
意
だ
け
認
め
る

た
め
も
ポ
　
は
　
　
が
ゑ
　
　
や
　
　

く
が
ゑ
で
　
　
ル
が
　
がだ
ヘ
ヰ
う
バ

噸蕪
灘
購
叢
灘
　　

二
+
六
呈

前+
時
藁

西
塁

露

は
全
部
室
内
芙
馨

蘂

関
西
学
生
総
決
起
集
会

懸
繊

懇
灘
灘
灘
鍵

12
月
全
学
連
再
建
、
イ
制
反
対
な
ど
で

縄膿
表
る
二
七
日
、
京都
府
学
連
等
の
主
催
一で
、
全
関
西
学
生総
決
起
集
会
が
、
大

二
十
七
日
、
大
阪
で
行
なわ
れ
た
全
関
西
学
聖
総
決
起
築
会
で
は
、
機動
隊
の徹
底
し
た
個
人
テ
ロ
に
、
デ

モ
に
参
加
し
た
学
生
多
数
が
負
協
し
た
。
当
日
、
京
大
生
一
人
が
逮捕
さ
れ
、
機
動
隊
に
よ
る
弾
肱
方
針

が
、
【般
学
生
に
向
け
ら
れ
て
い
る
ζ
とが
う
か
が
え
る
。

際
会
鋸
小
会
議
室
で開
か
れ
た
。
こ
の

日
初
め
て
、
無
給
医局
貝
の
有
給
化
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
ほか
、
イ
ン
タ
ー

ソ
鋼
度
廃
止
間
題
に
つ
いて
も
話
し
合

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
「イ
ン
タ
ー
ン
制

度
廃
止
の
三
康
則
」
を再
確
認
し
た

が
、
具
体
的
な
事
に
つ
いて
は
小
委
員

会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
にな
った
。
一

占刀イ
ン
タ
ー
ン
制
展
σ20全廃
止
を
要
求

る
医
学
連
、
青
年
医
師
連合
ら
約
百
人

が
、
朝
九
時
か
ら
同
会
館西
側
の
路
上

に
す
わ
り
込
み
、
ま
た
、午
後
二
時
半

か
ら
京
都
府
V
医
大
では
学
生
約
八
百

人
が
、
関
西
地
区
策
会
を開
いた
、
そ

し
て
午
後
六
時
す
ぎ
には
、
約
四
百
人

が
京
都
国
際
会
館
正
面に
す
わ
り
込

み
、
こ
れ
に
対
.)て病
院
長
会
議
卿
畏

の
浅
山
京
大
梼
院
長は
、」騨敬
を
製
求

レ
π。
医
学
堵㊥
は
イ
ンタ
ー制
皮
廃

止
の
具
体
策
を
求
め
て
、さ
ら
に
す
わ

り
込
も
う
と
レ
窺
が
、
これ
に
対
し
て

午
後
七
時
半
脳
に
東
都府
機
動
隊
員
が

実
力
行
使
を
し
、
学
生ら
を道
路
ま
で

押
し
爬
し
た
.
学
生
側ば
八時
す
ぎ
に

解
故
し
た
。

一

喝

国際会議場ヘデモ

 

室

池

「イ」制廃止要求で医学生ら

 

,

≧

第
二
十
回
、
全
国
国
立
大
学
付属
病
院

長
(ハ磯
が
二
十・六
日
、
窯池
の京
郁
国

阪
大
手
前
公園
教
育
塔
削
で
開
催
さ

れ
、
約
」干
人
(京
大
=
二〇
、
同
志

社
三
〇
〇
、市
大
七
〇
等
)
の
学
生
が

参
加
し
た
。
こ
の日
は
、
午
後
三
時

す
ぎ
か
ら
泉大
、市
大
、
同
大
な
ど
が

参
加
し
て
集
会
が
始
ま
った
。
ま
ず

一ま
ず
京
都
府学
連
委
貝
長
代
行
蒲
池
君

(同
志
社
大)
か
ら
反
帝
全
掌
連
十
二

月
再
建
を
目ざ
し
て
の基
調
報
告
が
行

な
わ
れ
、
そ
のあ
と
各
大
学
か
ら
の
闘

一争
報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
イ
ン
タ
ー
ン

制
廃
止
闘
争
を
闘か
って
い
る
医
学
連

か
ら
の
メ
ソ
セ
ージ
を
受
け
た
あ
と
、

教
免
払
改
悪
反対
、大
般
令
反
対
な
ど

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を拍
手
で
確
認
し
た
あ

と
、
市
内
の
抗
幽
ア
モ
に移
った
。

り
、
天
満橋
か
ら
士
佐
堀
川
に
沿
い

肥
後
僑ま
で行
き
、
そ
の
あ
と
大
阪

駅
近
く
ま
で行
遮
し
、
駅
近
く
の
路

上
で
流れ
解
散
し
た
。
こ
の
日
は
機

勤
隊
が
五
白人
ほ
ど
出
動
し
市
内
各

タ
ー
ミナ
ル
でジ
ダ
ザ
ク
デ
モ
を
徹

底
的
に
実
力行
使
で
抑
桟
し
た
。
ま

た
大
手
削
公園
を
でた
と
こ
ろ
で
は

学
生
と
警
官
隊
と
の問
で
投
石
が
行

な
わ
れ
約
三十
人
ほ
ど
の学
生
が
負

傷
レ
元
。
こ
の
日は
か
な
り
重
い
協

を
受
け
た
学生
が
多
く
、
機
動
隊
の

笑
力
行
使
がは
げ
し
か
った
こ
と
を

示
し
て
い
る
。な
お
こ
の日
の
デ
モ

で
検
挙
さ
れ
た学
生
は
一人
だ
け
で

あ
っ
た
、

四
〇
番
教
室
にお
い
て
一六
〇
人
ほ
ど

の
学
憶
を
集
め
て
、
全京
大
集
会と
し

太
手
瞬
公
園
を
出
て
、谷
町
筋
を
通
・て
教
免
仏
改
息
阻
止
、
警官
学
内
侵
入

ー

霧

日
京
大
で撃

二時
か
藝

一

集
盆
を
開
催
し
た
。各
学
部
か
ら
の
圏

筆
報
告
の
あ
と
、
討諭
に移
り
、
多
く

の
学
生
が
活
発な
甜論
を
行
な
った
。

そ
の
あ
と
、
西尾
掌
生
団畏
を
招
い
て

五
月
二
十
五
目
の警
鮎
学
内
侵
入
扇
件

に
関
し
て
学
生
都長
圃
交
を
わ
な
った

が
、
大
阪
出
発
のた
め
時
間
が
な
か
っ

た
た
め
、
西
尾
部畏
の説
明
を
聞
い
た

だ
け
に
誇

り
、最
終的
な
結
馨

主

す
ま
で
に
は
至
りな
か
った
、そ
のあ

反
対
な
ど
の
ス
ロ
1ガ

ンの

下に

抗議

懸鍵
腺継
雛
醗
綱繊購
禦

壽

公
園
に
向
。
た
。

[生
嚢

の
言
番

対
し
て
、
至

側
が

こ
の
集
AAは
、
六
月
九
日
に
予
定さ
一追

れ
る
三
府
県
学
連
統
一行動
な
ら
ひ

に
十
二
月
反
帝
全
学
連
再
建
の布
石

と
し
て
の
承
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る

が
、
大
阪
市
大
な
ど
選
挙
中
にも
か

か
か
わ
ら
ず
干
人
余
の
学
生
が
参
加

し
た
。

{垂亟]

フく阪城 か ら 駅へ 同 うデ モ隊

図
書
、新
寮
予
算
な
ど
確
約
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二
十
六
日
午
後
四
時
前
か
ら
覧学
生
部

会
議
室
で
西
尾
雅
七
学
生
都長
ら
学
生

邸
委
員
五
人
、
繁
生
側
四
十
人
余り
の

参
加
の
下
に
、
①
禦
図
書
閻題
働
増震

負

担

区

分

問

題

進

展

み

ぜ

ず

問
題
③
負
姐
区
分
間
題
の
三
項
目
に
関

す
る
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
に
先
V
ち
、
前
B
の
警
冒
学
内

侵
入
問
題
に
関
し
て
、
学
生
郡
長
の

見
解
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
学
生
部

長
は
学
内
は
無
論
、
寮
へ
の
官
懲
の

立
入
り
は
駅
則
と
し
て
認
め
ず
、
猜

別
な
場
舎
に
も
事
前
に
確
認
し
た
上

で
こ
れを
雨可
す
る
と
の
表
明
を
行

な
った
。

つ
い
で
話
し合
い
に
入
り
、
ま
ず
禦
生

側
か
ら
の禦
図書
の要
求
(約
五
十
万

求
す
る
と
寮
費
ホ
払
い
問
題
と
も
か

ら
む
と
し
て
負
拷
区
分
問
題
が
再
燃
し

か
け
た
が
、
、
漸、
経
理
部
へ
寮
図
書

予
算
を
肇
求
す
る
こ
と
を
確
約
し
て
次

一の増
寮
問
題
に
移
った
。

こ
の問
題
に
関
し
て
は
、
総
長
の
意

見
とし
て大
学
院
生
を
含
む
全
駁
大

生
一乃
三千
人
の
十
五
%
程
良
の
寮

が
必
要
であ
る
と
表
明
さ
れ
た
ζ
と

大
学
院
生寮
は
二
千
人
増
寮
の
分
と

は
別
で
ある
こと
、
京
都
織
物
の
上

地
(託
神橋
酵
に
あ
り
暴
大
が
買
収

す
る
こ
と
に確
疋
。
面
稜
は
幽
部
構

内
と
ほ
ぽ
同規
模
)
お
よ
び
医
学
部

付
属
柄
翫魑
備
d
圃
の進
打に
よ
り

生
ず
る
阜
地
(医≠
鄙
西
部
檎
内
)

に
、
各
々
別個
に
二千
人
漿
の
一環

と
し
て
る
白人
規
検
の
新
漿
(両
方

で
副
　干
人程
肢
収
谷
)
を
建
設
し

後
者
に
関
し
て力
一こ
れ
が
実
現
不

可
能
な
場合
には
、
他
の
上
地
で
こ

弓
れ
に
代
え
る
こと
な
ど
が
確
約
さ
れ

寮
生
側
代
表
と
西尾
掌
生
部
長
の
運

名
の
下
に
轄え
書
が
千
渡
さ
れ
た
。

さ
ら
に
修
字
院新
寮
逡
設
に
関
し
て
は

修
掌
院
に
残
っ
て
いる
工
研
。オ
ー
ト

メ
研
の
新
規
予算
要
求
が
通
って
宇
治

へ
の
移
転
が
鵡
んだ
場
合
に
は
、
た
だ

ち
に
寮
翅
設
予算
を
請
求
す
る
こ
と
、

厚
生
施
設
関
係
の
予算
ラ
ン
ク
と
し
て

新
禦
麹
設
は
学
生会
餌
に
つい
で
第
二

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
こと
な
ど
が
確
設
さ

れ
た
。

最
倣
の
負
担
区分
の問
題
に
関
し
て

は
、
依
然
と
し
て
渠
生
側の
負
担
区
分

方
式
反
対
と
、
当
局
の炊
夫
、
水
先
熟

費
交
換
が
譲ら
ず
も
の
分れ
に終
った

を
手
渡
そ
う
とし
た
が
、
署
側
は
受
け

と
ら
ず
、十
一時
半
甑、
何
事
も
な
く

こ
れ
ら
の
学
生は
引き
上
げ
た
。
抗
議

は
十
二
時
頃
に
終り
、
こ
の後
、
掌
生

部
委
員
会
で
大
掌
の見
解
を
統
一し
て

出
す
こ
と
に
な
った
.抗
議
文
は
次
の

と
お
り
.

抗
■文

五
月
二
十
五
口
、午
後
三時
過
ぎ
、

川
端
署
巣
一条
派
出
所
巡
査
斎
藤
常

夫
な
る
警
官
が
、
制
服
で
職
務
と
称

し
て
京
大
西
部
構
内
に
立
ち
入
っ

た
。
警
官
が
、
学
内
に
侵
入
す
る
こ

と
は
梨
大
に
お
け
る
ポ
ポ
ロ
事
件
を

み
る
ま
で
も
な
飛

大
学
の
臼
治
、

学
間
の
自
由
を
世
犯
す
る
も
の
で
あ

る
警
官
が
学
内
に
立
ち
入
り
、
調
蓋

す
る
は
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が

煮
藤
巡
査
に
尋
問
、
抗
議
を
行
って

い
る
時
、
川
端
署
が
災
力
で
多
数
の

警
官
を
を
学
内
に
導
入
し
よ
う
と
し

た
。
この
こ
と
は
、
反
戦
自
由
の
伝

統
を
守
る
京
都
大
学
と
し
て
は
黙
視

でき
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
本
日
の
こ

の川
端署
の
一連

の行
動
に
対
し

て
、大
学
の自
治
、
学
問
の
自
由
を

国
家
榴
力
の攻
撃
か
ら
守
って
い
く

と
い
う
立場
か
ら
強
く
抗
議
す
る
.

川
端署
が
本
日
の行
助
に
対
し
て
、

陳
謝
の悪
を
わ
れ
わ
れ
に
表
明
す
る

と
とも
に
、川
端
署
畏
と
し
て
の
責

径
の下
に、
今
後

一切
警
冒
が
、
不

当
に京
大
構
内
に立
ち
入
ら
な
い
よ

う
誓
約す
る
こと
を
要
求
す
る
.

一九六
六
年
五
月
二+
五
日

京
都
大
学
学
生
部
長

京
都
大
学
岡
学
会
委
貝長

京
都
大学
生
活
協
同
組
合

理
事
長

川
端
笹
寮
署
畏
殿

警
官

再
び
立
ち
入
り
調
査

二
十
七
日
、再
び川
端
署
の警
冒
が

学
内
に
立
ち
入
り
、
調査
を
行
い
、
学

生
の
机
議
で
引き
上げ
る
事件
が
お
き

た
。
当
日
、
正
外近
く
東
山遡
近
衛

に
あ
る
楽
反
会
餌
曲
側外
人
寄
循舎
建

設
現
場
(木
津
工
具
届請
負
)
で
工事

川
鉱
材
四
百
本
が
紛
失
し
て
いる
こと

を工

事慮
任
4
が
発見

暑
田派

出所

 

に
直
ち
に
被
需
届
を
出
した
。
警
官
五

人
が
、
現
場
に
V
ち
入り
現
場
検
計
を

行
って
い
た
が
工
事
現
場
が、
無
断
で

学
生
集
会
所
前
ま
で
使
用さ
れ
てお

り
、
吉
田
寮
敷
地
内
に
あ
り
、
漿
主

が
、
こ
れ
を
発見
し抗
議し
た
と
こ

へ

ろ
、
二
時
前
に
警
冒
は
「こ
れ
では
、

盗
難
犯
堺
捜
査
も
で
き
な
い
」
と
言
っ

て
引
き
上
げ
た
。

現
場
に
は
、
経
理
㎡
職
員
も
Vち
合

庫

寮

生

の
抗
議

で
引

き
上
げ

る

って
い
た
が
、
被
害
状
況
が
明
確
で

は
な
く
、
業
者
が
鉄
材
紛
失
を
発
見

し
た
の
は
、
工
事
が
進
む
中
で
材
料

不
足
が
判
明
し
た
も
の
で
、
工
材
の

出
入
り
も
不
明
確
で
、
工
事
現
場
の

無
断
払
張
、
保
管
の
ル
ー
ズ
さ
な
ど

学
枚
当
局
の
菅
理
が
ゆ
き
と
ど
い
て

い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

青
田
寮
委
員
長
府
川
君
の
話

二
十
・ハ

学
長
、
学
生
部
長

"

日
、学
校
側
と官
憲
の立
ち
入
り
に

ド

ゑ

関
し
ては
、
学
生、
鯛
係
者
の承
認

を
必
要と
す
る
こと
を
確
認
し
た
は

か
り
で
あ
る
の
に、
川
端
署
は
経
理

部
の
職
員
だけ
の
妾
丞口で立
ち
く

る
と
は
、
け
しか
ら
ん
。今
後
、
ま

た
起
ら
な
い
よ
う
に学
校
側
は
明
確

警
察
と
の
確
認
を
と
っ
て
くる
へき

だ
。

府
警
本
部
に
申
し
入
れ

㍗

二十
八
日
、
奥
田
学
長
、
西
罵
掌
生

部
長
は
府
警
本
部
へ出
向
き
、
今
回
の

警
官
慢
入
事
件
に
関
す
る
混
晶
に
対
し

て
、
「今
後
再
び
、
こ
の
よ
う
な
寮
態

が
起
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
中
し

r

学

生

部

長

告

示

「慎
重

な
行
動
」
を
訴
え
る

入
れ
と
「警
察
と
の窓
口を
卑
急
に
作

る
」
こ
と
を
礪
認
した
。商
業
新
闘
で

騒
ぐ
よ
う
に
、
不
法拘
禁
や、
歴
仔協

害
事
件
に
発
展
さ
せな
いよ
う
配
慮
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
尾
掌
生
郁
長
の話

今
回
の
ご
と

き
、
不
蟹
意
な
警
冒
の亨
ち
大
りに
は

厳
重
に
抗
議す
るが
、
学
生
諸
君
も
、

こ
の
際
、
悪
く
とれ
ば
いく
ら
でも
悪

く
解
せ
る
(挑
弛行
為
な
ど
を
さ
ε

の
で
慎
重
な
行動
を
賢
望
す
る
。

し
た
結
果
、
管
轄
区
内
の
防犯
な
ど
を

目
的
と
す
る
症
期
戸
別
調査
の
一環
と

し
て
、
生
活
協
同
組
合西
部
構
内
事
業

場
の
戸
別
調
査
の
た
め
であ
った
旨
の

釈
明
を
受
け
た
。

本
学
に
お
い
て
は
、
警
官
の立
入
り

は
関
係
賀
任
者
の
了
汲
を必
要
と
す
る

こ
と
が
慣
行
とな
つ
て
い
る
.
そ
のこ

と
は
、
大
学
構
内
の
智
理は
大
高
巻
事

者
の
遭
任
下
に
あ
り
、
何
人も
みだ
り

に
立
入
る
ζ
と
は
許
る
さ
れな
いこ
と

か
ら
し
て
、
当
然
の
こ
と
であ
ろう
.

更
に
教
育
の
場
、
学
問
研
究
の場
であ

る
大
学
に
警
官
が
立
入
り
、教
育
と研

究
活
動
を
監
視
レ
た
り
、
そ
れ
に
っ
い

て
の
情
増
を
収
葉
す
る
こ
と潅
ど
の
警

察
活
勘
が
あ
って
は
、
到
底教
育
と
自

由
や
大
学
の
自
治
が
保
掬
さ
れ
得
な
く

な
る
こ
と
は
言
.つま
で
も
な
い
.
従
つ

て
、
警
官
の
立
入
り
に
つ
い
て
の
本学

の
慣
行
は
あ
く
ま
で
も
尊
重
さ
れ
な
け

れ
は
な
ら
な
い
。
警
官
が
立
入
る
こ
と

に
つい
て
大
学
は
も
と
よ
り
学
生
が
重

大
な
醐
心
を
も
た
ざ
る
を
褐
な
い
こ
と

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
度
の
事
件
に
鑑
み
、
私
は
警
官

の立
入
り
に
つ
い
て
の
従
来
の
慣
行
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
厳
守
し

い
と
思
う
。
学
生
部
畏
西
尾
雅
七

杉
村
教
授
O
話

巡
回
遡
絡
は
法
的
に

憾
輪
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
命
圃

の
不
袈
意
な
警
冨
の
立
ち
入
り
は
逮
憾

に
思
う
。

■

斉

藤

巡

査

日

仏

会

館

に
寄

ら
ず

本
紙
記
者
の
調
べ
で
は
、
B仏
会
館
事

務
員
は
、
二
十
二
目
も
、
二
十
四
日も

正
服
警
官
が
正
式
に
巡
回
連
絡
に
来た

こ
と
は
な
い
と
諮
った
。
こ
れ
は
、
二

十
五
B
、
吝
藤
高
夫
巡
査
の
証
言
が

「
二十
四
β
、
日
仏
会
館
、
二十
五
日

は
曲
部
梅
内
生
協
と
、
二
戸
の
世
帯
を

回
り
、
二
十
六
日
に
は
、
工
掌部
付属

高
分
子
科
学
教
塞
へ
行
く
予
定
であ
っ

た
」
を
獲
づ
け
る
も
の
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
b

鋤
緊

墨

兄
大

集

会

官
憲
挑
発
に
抗
議

同
学
会は
、
三十
日
警
官
の
学
内
侵
入

に
対す
る
抗
謡
、大
学
自
治
、
学
問
の

自
由
を
守
る緊
急
全京
大
集
会
を
開
く

こ
と
を
決
定
した
。
これ
は
、
こ
こ
数

日
に
わ
た
る
一連
の警
察官
の
学
内
慢

入
事
件
が
同
学
会弾
庇
の挑
発
行
為
で

あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に対
す
る
抗
議
と

不
当
弾
胤
と
戦
う
こ
と
が主
旨
。

二
十
八
日
、
掌
生
鄙
畏
は
、.二十
六
口

に
発
炭
し
た
「学
生
部
長
意
見
」
を

「告
」
に
切
り
蕎
え
、
「学
生諸
君も

こ
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
、
慎
重
に
行

動
す
る
よ
う
翌
瓠
す
る
.
昭
和
四十
一

年
五
月
二
十
八
日
学
生
部
畏
、
西
尾
雅

七
」
と
学
内
に
発
衷
した
.

同
学
会
委
員
長
山
田
君
の
括

学
生
鄙

が
抗
議
に
起
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
評
価

し
て
も
よ
い
が
、
こ
の
告
示
で
は
、
大

学
の
自
治
を
、
全
犬
学
人
で
守
っ
て
い

く
こと
であ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

大協
の意
見
案
で
は
大
学
臼
治
11
評
議

会
の自
治
に
よ
って
行
な
お
う
と
し
て

いる
こ
と
。
こ
の
事
件
の
寅
任
03
警
察

官
が武
任
を
負
う
べき
な
の
に
、
学
生

にも
直任
が
あ
る
か
の
よ
う
に
い
って

いる
点
が
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

三者
(同
学
会
、
生
協
、
学
生
部
長
)

の川
端讐
への
抗
議
を
支
持
し
、
学
校

側
が
これ
を
寸
る
よ
う
曜
求
す
る
。

獄

見

▽
五
月
九
日号
一ぺ
重

團
ジ
の
「学
部選
挙
の
ニ

ュ
ー
ス
」
で
「文
学
部
で
はも
う
かな

り
の
ク
ラ
ス
選
挙
が
終
っ
て
お
り」
は

「国更
科
一掌
科
のみ
終
っ
て
お
り」

の
間
遠
い
で
し
た
の
で
訂
正
しま
す
,

ユ

く

モ

コ

大
饗
振
郊
の水
田

熈
難

で
傲
岸
な
全
容
を
さ
ら
け
出
した
.
満

艦
飾
の
軍
艦
と
人
は
呼
ぷ
.
工
場
な
ら

そ
の
形
容
も
藷
け
る
が
、
国
際
会
議
場

と
か
、
京
都
の
、
そ
れ
も
池
の
ぽ
とり

せ
め
て
白
鳥
と
が
、
水
蓮
と
か
の
た
と

え
に
な
る
逡
物
で
あ
り
て
欲
し
か
っ

た
.
外
観
以
上
に
残
念
な
の
は
大
会
議

場
.
世
昇
の
会
議
場
が
、
開
い
た
空
間

を
愈
頭
に
円
型
ド
ー
ム
や
す
り
鉢
型
を

採
用
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
構
築
は
台

型
の
カ
ス
テ
ラ
箱
空
聞
.
ζ
れ
は
教
会

}劇
崩
な
ど
に
見
ら
れ
る
一方
通
行
の閉

じ
た
空
聞
で
あ
る
.
会
踏
場
よ
り
も
舗

演
場
と
言
う
べ
き
だ
。
▼
こ
の
設
計
は

有
各
な
陸
上
軍
艦
の
製
造
者
丹
下
鯉
三

門
下
の
大
谷
宰
夫
.
ζ
れ
で
京
都
会
館

の城
大
工
・前
川
国
男
に
引
き
続
き
、

コル
ど
ジ
呂東
大
路
線
の
建
纂
家
に
よ

る大
作
品
が
二
つ
手
に
入
り
、
勲
章
を

も
ら
った
よ
う
に
喜
ん
で
い
る
京
都
官

僚
の姿
が
眼
に
う
か
ぶ
.
哀
れ
な
る
か

な
この
地
方
性
。
▼
京
都
の
み
な
ら
ず

関西
の
文
化
・経
済
が
地
盤
沈
下
を
起

こし
て久
し
い
.
万
国
博
で
あ
ろ
う
と

如何
な
る
テ
コ入
れ
で
も
元
通
り
に
な

る
可能
性
は
薄
く
、
申
央
中
央
へと
草

木も
な
び
ぐ
例
え
ど
う
り
、
か
つ
て
そ

の
反骨
糟
神
を
歌
わ
れ
た
京
都
も
、
今

や
全分
野
を
覆
う
棄
京
政
界
の
厩
力
に

屈
し
てい
る
。
そ
の
堕
落
の
破
徴
と
も

雷
う
べき
も
のが
、
河
野
一郎
の
強
61

な
政治
力
で
も
た
ら
さ
れ
た
賦都
への

プ
レゼ
ン
ト
国
際
会
館
で
ω
り。
尾
を

ふ
る犬
よ
ろ
し
く
え
さ
に
喰
い
つ
き
、

頭
をな
で
て
も
ら
う
患
犬
高
山
館
長
の

姿は
、戦
後
京
都
の
地
位
を
示
す
能
役

者
のそ
れ
で
あ
る
。
▼
と
に
か
く
京
郡

の
学生
にと
って
の
会
館
は
、
学
生
還

動
派
には
デ
モ
の
対
象
、
建
塾
累
志
望

に
は東
京
へ
行
か
ず
に
見
れ
る
新
建

築
。
一般
学
生
に
は
会
議
の
噂
を
し
た

り
し
て身
近
に
国
際
政
治
や
新
文
化
を

事
受で
き
る
京
都
唯
一の
場
所
と
な

り
、皇
ケ
池
散
策
の
新
名
所
に
な
る
に

ち
が
いな
い
。
▼
し
か
し
、
銘
紀
す
べ

き
は
コン
ク
リ
ー
ト
瓦
れ
き
に
似
た
こ

[の建
物
が
建
って
い
る
限
り
、
そ
れ
は

暴都
糟
神
の
降
伏
を
意
疎
し
た
、
菓
京

　権
力の
主
張
を
感
じ
る
の
が
、
京
都
と

一いう
籾
神
土
壌
に
憐
れ
て
窟
着
を
試
み

　た
お
だ
に
へ
　
せ
ら
れ
た
ゆ
ホ
で
も
あ

轟

つ舞

、

昨
五
月
二
十五
日午
後
川
漏
雑
果
一

兼
派
出
所
巡
査
が
従
来
の
慣
わ
を
破

り
、
大
学
関係
者
に事
前
の
了
解
を
得
一

る
こ
とな
し
に西
鄙
構
内
に
立
人
、

た
ρゆ」れ

を
目舷
し
た
学
能
が
不
冨
に
思

い
立
入
り
の慧
図
な
ど
に
つい
て
聴
取
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選
挙
区
制
か
ら
憲
法
改
正
へ

5月9日 第四
次選挙制度審
議会の第一委
員会内、醐郵
委貝は選挙区
切改正案を謙
とめ、小選挙
区以例代表田
案を多数 コ
見、単純小選
挙観案と中選挙区2名 連記制案を少数意見と
して報告した。鳩山内閣以来、政府与党の長
勾の懸案となうていた選挙法改正問題は、鵬
に法の手統上の問題のみならず一国の将来を
も決にづけるほどの塾要性を掲っている.そ
の問題点と本質を本学法学部園部助教授に指
摘してい此だいた。(編 集部)

'
園

部

逸

馨

蝋
㈱購夫

★

★
和
三卜
一句
、
ち
よ
つ

昭

ど
(
か
りト
勾
前
の
申

★

★
央
公
へ隅♂
が
こ
の
見
出

し
と
同じ
テ
ー
マで
特
集
を
行
な
って

い
る
.
だ
から
、
そ
の
頃
の
こ
と
を
覚

え
て
い
る入
は
、
ま
た
か
と
い
う
感
じ

を
抱
い
てお
bれ
る
で
あ
ろ
う
.
小
逃

挙
区
囲
のも
く
ろ
み
は
、
忘
れ
ろ
い
と

ま
も
な
く
や
っ
てく
る
の
て
あ
る
。

第
四
次
選
挙制
度
審
議
会
の
第
一委

員
会
は
、
調整
委
員
を
選
ん
で
選
挙
匡

制
収
止
案
を
ま
とめ
さ
せ
て
い
た
が
五

月
九
日
に
、綱
整
委
員
の
報
拙
が
出

た
。
報告
は
、小
選
挙
区
比
例
代
表
糾

案
を
多
数
意見
、
卑
純
小
選
¥
区
尉
兼

と
中
選
挙
区
二名
連
記
制
案
を
小
救
収

見
と
し
て
いる
。
審
諏
会
に
は
、
辮
紬

小選
挙
区制
齢
者
が
多
い
の
だ
が
、
野

党
の
強
硬な
反対
予
想
し
て
、
実
現
可

能
と
い
う
見地
か
ら
、
小
選
挙
区
と
比

例
代
表
制
の併
川
案
が
擁
賜
さ
れ
る
こ

と
と
な
った
模
様
で
あ
る
。
こ
の
併
川

案
と
い
う
のは
、
①
議
員
疋敗
を
、
現

血
よ
り
二
人多
い四
八
八
人
と
し
、
人

口
増
燗
の多
い神
奈
川
県
に
、
こ
の
二

人
を
割
り
当
てる
②
都
道
府
県
ご
と
に

議
員
定
赦
の七
割
を
・一人
一区
の
小
選

挙
区
制
で選
出
し
、
残
り
の
三
劃
を
都

遭
肘
県
選出
議
艮
(比
例
代
表
議
員
)

の
定
数
と
す
る
③投
票
は
一人
一票
と

し
、
あ
る
候捕
者
への
投
票
は
、
同
時

に
そ
の所
厨
す
る
政
覚
に
対
す
る
投
票

と
し
て取
り
扱
う
④
比
例
代
表
の
議
席

を
割
当
て
る政
党
は
、
都
道
府
県
の
有

効
投
票
総
数
の五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

褐
票
数
を
褐た
政
党
に
限
る
、
と
い
う

も
の
こ
ある
。
この
案
の
、
と
だ

比

例
代
衷
の部
分は
仕
組
み
が
複
雑
で
わ

か
り
に
く
い
が、
か
ん
た
ん
に
い
う
と

次
の
よ
う
にな
る
.
京
都
肘
の
総
厘数

は
一〇人
、
こ
のう
ち
小
選
挙
区
選
出

謎員
は
七人
、
比
例
代
衣
議
員
は
三

人
と
なる
。か
り
に
A
銘
が
四
三
%
、

B寛
が
三〇
%
、
G
兄が
}三
%
、
D

党
が
一
二%
、
1
宛
が
二
%
の
得
票
率

小
選
挙
区
制

比
例
代
表
制

一

唱罪
案
と
し
て
ム
ーな
も
の
と
ぢ
え
て
い

る
。
レ
た
が
っ
てど
う
し
て
も
小
滋
挙

〆
尉
で
な
け
れ
ばな
ら
な
い
州
由
は
、

蝉
論
⊥
も
乏
し
い
の
であ
,て
、
結
局

は
、
小
底
茅
〆
制
に
よ
っ
て
、何
が
天

　
さ
れ
る
の
か
を
　き
わ
める
こと
が

㎝人嚇

あ欝
論
纂
肱

★

★

代
表
ロ
、
少
数
代
表

決

比
例
代
表
法
お
眺び
職
能
代
衣
法

の四
つが
あ
り
、
具
休
的
に
は
、
時代

によ
り、
国
に
よ
り
、
お
び
た
だ
し
い

数
の変
型
が
用
い
り
れ
て
い
る
。
こ
と

に
、"
ツン
ス

ス
イ
ス
に
始
ま
る
比

例
代
表
広
に
4
って
は
、
何
し
ろ
取
7

の
選
苧払
と
い
わ
れ
る
位
の
も
の
で
、

一理
、蘭L
の種
類
は
E
日ほ
ど
あ
る
と
い

★

★

選
挙
区
一制
論
者
が
、
押

へ祀門

へ珊i
⊥
搬
す
る
長
所
{

★

★

は
、
(
一)
選
難

動

の
費
川
が
か
か
ら
な
い
、
(二)
選
挙

民
が
緩
員
を
よ
「
知
る
こ
と
が
でき

る
、
(三
)
政
局
の
女
疋と
二大
政
党

の
対
vが
実
現
され
る
、
と
い
う
こと

鰯
麗
縁
だμ搬
箋
[

であ
っで
も
、
現
実
の
日
本
で
は
、
そ

う
は
問
屋
か
お
ろ
さ
な
い
。
押
念
とし

ての小欝

蟹

塗

豊

陥
に川
い
b
れ
る
か
ら
よ
く
な
い
の
だ

と
い
う
ヤ
見
が
あ
る
が
、
あ
き・り
か
に

覚
利
完
略
に
川
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

って
い
る
以
上
、
目
本
で
は
、
弾
念
と

し
ても
、
小
選
挙
〆
副
は
よ
Sな
い
の

であ
る
。
選
挙
朗
kの
収
皮
」
,
い
て

り
、
情
実
因
縁
が
横
㌃
す
る
.裂
向
き

の
雲
川は
、Aな
る
ほ
ど
少
くな
ろ
う
。

き
れ
い
な
選
挙
の
で
き
る自
信
のあ
る

人
は
よ
い
。
そ
う
で
な
い人
は
、
こ
れ

ま
で
よ
り
多
額
の
費用
を
、狭
い
範
囲

に
集
中
的
に
使
う
よう
にな
る
。
効
巣

が
ヒ
る
か
ら
だ
。
選
挙
民が
議
員
を
よ

く
知
る
よ
う
に
な
る
とま
す
ま
す
、
露

榊
な
ご
き
げ
ん
取
り
が
行な
わ
れ
る
よ

う
に
な
ろ
う
。
また
、候
補
者
の
乱
M

を
お
さ
え
る
た
め
に
金が
使
わ
れ
な
い

と
甜
が
保
訂す
る
であ
ろ
う
か
。
選
挙

で
あ
♪た
と
し
、
小
胤挙
豚
で
A
見
が

入人
、
H
兄が
㎝人
、
C
冤
以ド
が
O

人
と
す
る
と
、
比
例
代
衷
部
分
は
13
、

C

D宛
は
そ
れ
ぞ
れ
一人
す
つ
とな

り
、
A
宛
一ハ人
、
B
冥
二
人

C
覚
一

人
、
D完
一人
と
な
る
。
こ
の
場合
、

小
選挙
区
部
分
で
A
冥
が
四
人
、
B
冥

が
二人

C
36が
一人
当
選
した
と
す

ると
、最
終
的
に
は
、
A
冥
五人
、
B

党
三人
、
C見
一人
、
D
覚
「人
とな

る
。比
例
代
表
鄭
分
の
大
き
さ
にも
よ

る
が、
大
体
の
と
ご
ろ
第
一党と
第
二

党
にく
ら
べれ
ば
第
三
党
以
トは
不利

と
いう
ζと
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。し

か
し
、
そ
れ
も
比
較
の
問
題
で
、何
と

い
っ
ても
第
一党
が
脊
利
で
あ
る
こと

は
酉め
な
い
。
や
や
こ
し
い
計
算
で
こ

ま
かさ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
比
例
代
衰
制

を
加
昧
して
い
て
も
、
』]劃
は
小
選
挙

区田
であ
り、
ま
た
比
例
配
分
の
塾
礎

が
小
越挙
区
定
数
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と
に
注
恵し
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
。
も
と

よ
り
現行
の選
挙
捌
反
に
は
い
ろ
い
ろ

欠
点
が
あ
り
、そ
の
点
で
、
私
U
身
は

現
行
の中
選
挙
区
制
を
前
提
と
す
る
二

名
連
記
没
さ尉
¢、
と
り
あ
、ゼ
の
収

は
、
本
来合
理
的
な
も
ので
な
け
れ
ば

[な
ら
な
い
が
、今
でさ
え
、
、
目
に
あ

ま
る
情
突因
縁
の横
行
で
あ
る
の
に
、

小
魍
遡〆
制
にな
った
ら
、
そ
の
傾
向

は
聾
まる
一方
で
あ
ろ
う
。
(二
)
恥

一も外
聞
も
な
い
ゲ
リ
マン
ダ
リ
ン
グ
が

行な
わ
れ
る
.
こ
れ
は
、
鳩
山
内
閣
の

と
昏
い
す
で
に
舐
明
ず
み
で
、
三
十
数

年
来
の
小
選
挙
区
制
薯

矢
鄙
貞
治
氏

す
b、
「す
こ
ぶ
る
フ
ン
マ
ン
に
たえ

な
い
」
と
述
べて
い
る
ほ
ど
の
、
メチ

ャな
も
の
で
あ
っ
た
。
大
体
、
茂費
だ

の
選
挙
団
だ
の
を
議
員
が
改
疋す
る
と

いう
こ
と
口
体
お
か
し
な
話
で
、
う
ま

く
打く
は
す
が
な
い
。
「公
平
」
な
区

酎
り
と
こ
ろ
か
、
「ウ
ナ
ド
の
寝
床
」

や
、サ
フ
ぐン
ダ
ー
」
そ
の
他
、
選
挙

民に
と
って
も
い
い
恥惑
な
区
割
り
が

行
な
わ
れ
る
。
ゲ
リ
.、ン
タ
リ
ノ
ク
の

な
い
小
遡挙
採
田
は

日
本
で
は
考
孔

りれ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
も
小
屈挙
医

制
の欠
点
は
明
U
と
い
わ
も
け
れ
ば
な

ろま
い
。
次
に
、
死
票
が
多
い
と
い
っ

欠
,
が
あ
O。
カ
O
」
口爬
の
有
効
技

併
用
案
の
欺
購
性

∩ '巫 ン〈ンニゆ でノ〈〉㌧バー

現行
のイ
ンタ

ー
ン問
題
に
っい

ては
本
紙
でも
ア

ー
マや
ニ
ュー
ス

で継
続
的
に
読
右

青
氏
に
、
そ
の
内

容
を
紙
酬
化
し
つ
つ
あ
る。

お
り
し
も
、
さ
る
十
三
目
の園
立
大
医
学
部

畏
会
議
お
よ
び
十
四
目
の個
公
私
V
大
医
学
部

長
食
義
を
終
え
た
山
田医
学都
長
に
A苔見し

た
。ー

新
聞
で
は十
三
日と
十
四
日
の
見
解
に
、

食
い
遮
い
が

あ
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る

が
i確か

に
三

原則
に
、国

立大
医
学
都

長会
議
で第

四
番
国
と
し

う
君
葉
を
使
う
こ
とが
場
合
によ
って
い
ろ
い

ろ
と
危
険
を
と
もな
う
.
(笑
いな
が
ら
)
イ

ン
タ
ー
ン制
にか
わ
る
例
え
は
臨
床
研
修
な
と

の
必
盟
性
は現
4
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
、
先
生、

医
蘭
そ
の他
多
数
の人

が々
認
め
て
い
る
。
と

同
時
に現
行
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
は
脆
止す
べき

で
ある
と
い
う
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る。

ー
医学
教
育
の中
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
樋
止

と
それ
に
か
わ
る
も
の
に
つ
い
て
1

現
る
大
弟
を
革
粟
し
た
だ
け
で
は
、
医
舳
と

し
て独
V診
療
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ
と
困
難
で

あ
る。
医
学
にお
い
ては
こ
と
に
人
命
に
か
か

同
様
な
ζ
とを
さ
せ
ら
れ
、
非
常
に
多
忙
に
な

る
から
だ
、

ー
では
一年
の
研
修
期
間
"
イ
ン
タ
ー
ン
制

に
っい
て
は
1

現
行
の
制
展
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
属
レ

て
い
る
各
医
局
に
は
教
育
の
た
め
の
組
織だ
っ

た
も
の
が
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
生は
無
給
医
禰

員
ま
た
は
無
給
副
手
と
い
う
形
で
愚
煮
に
直
接

当
り
診
崇
し
、
個
人
指
導
を
あ
お
く
と
い
う
一

極
の
徒
弟
制
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れを
改

め

カ
ル
ブ、
資
料
な
ど
を
討
諭
形
式
、
ゼ
ミ

な
ど
で
研
究
し
た
り
、
見
学や
、
機
械
笑
胴を

実
施
す
べき

医
学
教
育
の
改
革
が
必
要

イ

ン
タ
ー

ン
制
に
と
り

く
む

て
一年
以
上
の
臨
床
研
修
を
飛
肪
づ
け
る
こ
と

を
明
記
し
た
点
は
ま
ブ
か
った
。
そ
の
点
は
幽

解
のな
い
よ
う
に
議
畏
(十
三
目
の
段
階
)
を

努
め
た
阪
大
医
学
部
長
と
と
も
に
、
報
道
関
係

者
ち
と
会
見
し
て
理
解
を
求
め
た
。
ー
イ
ン
タ

ー
ン
制
乳全
脆
止
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
と
難
し

いと
思
う
が
ー

ー

Y葦

A

で
小
選
挙
〆
制
乞
採
る
と
具
ノロいが
患

いの
は
、
こ
こ
に
も
押
山
か
ある
。
死

"
の
固
題
は
比
例
代
ム測
恕
加
臥
」

す
る
た
け
で
は
十
分
に
解
決
し
得
な

い
。
(三
)
さ
て
最
俊
か
、政
局
の
ム

刈.」あ
る
か

現状
では
、小
廼挙
区

制
〃U
民
ル政
加
の
人疋を
弼
く
こ
と

は
閥
血
い
の
な
い
こと
であ
り
、
野
兄

の
反
対
に
は
、十
分
の押
山
が
あ
る
。

てし
て
、注
"し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、多
故
地が
政
押
女
厘工
作
の

た
め
に
廼
挙
レ詞
セい
し
り
は
し
め
た

り
する
のは
、
何
か
よ
く
な
い
こ
と
の

削
5
れだ
とい
う
こと
で
あ
る
。
卜
凋

岡
の,嗣磯
のと
き
も
、
小
越
争
採
制
の

衣
面
酎な
岬
団は
、
金
のか
か
りぬ
選

挙
と
二人
政
宛
の
対
》
と
い
う
こ
と
で

あ
りた
か
、そ
の
本
米の
日
膿
が
憲
仏

の
改
」
」
あ
った
こと
は
明
人日
7で

と1ン け ろい ン タイ ご現

医
学
部
長

わ
る
虫
大
な
こ
と
な
の
で
大
鉾
あ
後
少
く
とも

一年
は
笑
地
修
練
が
必
要
な
の
で
は
な
いか
。

ま
た
年
限
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
医
者た
る
も
の
一

牛
研
究
が
要
請
さ
れ
る
。

ー
イ
ン
タ
ー
ン
制
と
関
運
し
て
、
珊
る
の
鼠

,・教
育
に
つ
い
て
1

現
ね
メ部
学
生
は
、
日
分
の
り
門以
外
の科

目
も
マス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
戸2な
い.
ま
た

大
鉾
院
生
に
し
て
も
基
礎
総
字
と
臨
床
凱
与と

を
比
k
す
る
と
草
休
医
予を
u咽
す
る
β生
の

力
が
少
い
。
結
局
ζれ
は
、
臨
床
医
戸では
患

持
の
血
敢
、
尿
、
ガ
ン
な
ど
の
診
療
し
たり

で
だ
際
的
に
は
塊
dの
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
ほ
ぼ

教
授

で
ある
。

最
後
に何

か
あ
れ
竺

言
ー医

学
教
育

に
対
し
て

は
、
イ
ンタ

ー
ン
生時
代

だ
け
厚
4
省
に
あ
る
の
を
文
部
省
に
一括
す
べ

き
だ
。
無
給
医
を
有
給
医
にす
る
のは
法
徹
よ

問
題
も
あ
る
が
そ
れよ
り
も
笑際
に
拓
院内
で

働
き
う
る
人
員
が
何
人
い
て
、何
人
が
必嬰
な

の
か
を
綿
密
に
61
算
し
て
ゆ
く
べき
だ
。
イ
ン

タ
ー
ン
生
に
と
っ
アほ
学
生時
代
は
賃
任
が
指

導
壱
に
ふ
り
かか
って
い
た
のが
卒
樂
し
て
研

修
を
す
る
段
階
では
寅任
は
自
己
にか
か
り
、

そ
の
献
蛛
で
も
イ
ン
タ
ー
ン制
は臥
帥
にな
る

た
め
の
修
練
と
い
え
る
.

(京
穴
医
卒、
藁通
罵
攻
)

囎

背
景
に
あ
る
意
図
の
透
視
を

う
ので
あ
る
か
り
、
概
略
を
述
へる
だ

」は
、
自
然
料
年
の
よ
つに

け
で
も
]
が
暮
れ
て
し
ま
つ
。
ベ
ル↑
一

ー
式
比
例
代
表
払
の
理
備
づ
け
を
した

ド
ン
ト
教
奴
の副
算
払
が
ド
ン
ト
式81

算
仏と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
とは
新

聞
の
解
説
で
、
御
激
知
の
と
お
り
であ

る
が
、
ド
ン
ト
式
な
ど
は
、
ま
だ
まだ

わ
か
り
や
す
い
ほ
う
で
、
そ
の他
に
、

ハー
ゲ
ン
バ
ソ
バ
・ビ
シ
ョ
ノ
ソ式
だ

の
、
グ
レ
コ
リ
ー
式
だ
の
と
、
数
式
や

ら
凶
表
の
沢
山
要
る
も
の
が
、
無
数
に

あ
って
、
こ
れ
が

桐
さ
れ
た
ら
、
そ

袈
蛯
謙
粥
難

に
一説
を
お
す
す
のし
て
お
'、

ぴ講
騰
鱗
縦

難
難
礁

λ
り
れる
が、
政
∬の
分
V
と
戒
会
政

ま
り
研
λ

,
中
、

A
の
得

々
四
i

'、
B
、
C

箪
で
冥
験
し
て
見
る
と
い
う
わ
け
に
は

一が

て
れ

て
れ
三
十
票
で
あ

♪
た
と
す
れ

い
か
な
い
。
国
会
議
蝕
の
目
先
の
利
祉

のた
め
』
、
困
民
が
大
変
な
迷
悉
を
こ

う
む
る
の
で
あ
る
。
小
選
挙
区
謝
論
費

も
煙
倫
の×
現
に
汲
々
と
し
ご
ハ利
兄

陥
に
利
川
さ
れ
「悔
孕

載
に
残
す
」

よ
う
なこ
と
が
あ
っ
て
は
な
る
嵐い
。

小
選
挙
区
凶
が
、
目
本
で
契
規す
れ

は
、
次
の
よ
つ菰
悪
弊
が
生
ず
る
。

(一)
小
選
挙
区
制
は
、
金
が
か
か

燃

㎜
瓢

の
例

、

党
L

制
算
人

B
、

欝

㎜

一臓}翫
轟

「

を
疑

と
する
限
り、
さ
当

って
鑑

想
の
κ
己は
困
惟
ご
凶
つ
♪。

一
小選挙区制

併用
総疋数10人、選挙

ム6轟員3人とし
畝党別褐票取をA
'、C兄13,000男{、
0膜とする。
例1一比例代4虻議員」比に起して稲充9

　「ば
、
小
眺小
〆
田
ては
A
が
;
選
、

B
、
G
めの
せ
し
ハト
～
が
死
双
と
な

言
.
こ
れ
が
茜

的
な
規
検
に
な
る

と
、
[九
ム
「年
の
イ
ー
リ
ス
総
遷挙

の
よ
っに
、
得
爪℃
は
二
三
力
5爪の
起

で俣
寸
兄に
肪
った
労
働
兄が
、
謡
腸

では
、
二血
麟
煽
も
す
く
な
い
と
い
う

結
果
セ生
つ
る
。
こ
の
矛
泊
は
奴
兄の

数
が
多
い
ほ
ど
は
げ
し
く
な
る
。
日
本

3

星

得
合

d

7
7
3

[
10

得
合
註
7
7

2

10
伺
め

て
場

て
勘

て
が

し
る
ー
兄
O
U
O

[
O

し
い
J
U
O
U

「
O
し
0

対
す

対
な

対
余

に
奴
D
兄
0
1
1

[1

に
り
D
U
l
U

}
0
に
お

砦

、兄
足

兄
な

敵
と
G
`
0
1
1

噂1

政
に
G
O
1
1

「
1
以
も

、奴

、数

、
て

が
屑
15

兄
1

一1

一
]
が
垢
b
U
2

ご

2
ん
し

数

峨

数

藤

奴

兀

止
6
A
兄
㌧
3
U

一
b

定
る
A
7
」
0

7

心
福

心 挙トく 梅塵 人 故
イル∬比 の 劇 り1ご 故
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例2一 比 例 代衣 議 員
,比 に 比 し ご輸 允9

数

員

と

ご

飛
需ゐ

凝

-
追
壊
擬
衣
戚

人
り

わ
胤
塙
代
ζ

蔵
劃
ー
議
ー
例
し

当
の
賊
分
議
比
肥

区
比

ロ
配
又
二

に

口

挙
票
ゴ
側

呼
δ
比
嚇

虞
掃
棚
辺

脳
例

'
O

巴

司
7
7
1
2
10
に

i
7
7
0

10

比

1
0
U
U
U
U
展

P
U
U
U
U
O

得
台

D
り
1
1
り
ー

、
場
D
1
1

U
O
1

が
た

C
1
1
0
U
1
奴
し
G
1
1
U
U
-

人
ズ

ハ
,三

u
l
J
越

一
B
2
ご
o
王
3

当
に

A
ー

り
り
1
5
K
そ
A
3
5
0
,一5

乏

`

ん世 弄レく1エビ人 」議
得4比 の 堕jり1て 奴
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五三弓【1内じン♪政1,」匙【
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あ
った
。
ての
こ
と
は
、
今
度
の
場
合

も
同
じ
ご
あ
る
西
十
年
の
間
に
、
猫
法

調
査
会
の
紬
論
も
出
て
、
準
備
は
一樹

と
と
の
って
い
る
。
選
挙
制
艮
の改
塚

に
よ
って
聖
ず
る
混
乱
を
承
知
の
上

で
、
な
お
無
理
押
し
の
勘η
改
止を
実

現
し
て
、
そ
れ
で
只
に
政
局
が
女
触す

る
と
U
っの
は
、
ま
こ
と
に
け
い
哲え

と
い
わ
な
け
れ
ば
なら
な
い。
仏
は
、

窮

のよ
い
紋
切
型
の
、袋

使
つこ
}協
鰐

肱〃を
た
だ
獲
界
の
諾

に

}と
を
好ま
な
い
が
、
憲
払
の
平
和
ー
我
「応
え
る
大β
と
い
った
図
式
で
は
何
り

}灘
艇
糊鮒灘

灘
鵜
撚

る
こ
と
の
致
命
的
な
欠
伯
よ
ま
さ
に
ご

弓
り
、

の
一事
に
あ
る
の
だ
。

助
教
撹
)

^μ京`

コベ
,去
学
部

 

「大
學
設
置
基
準
」

,
職

論

゜
湘

一

十
三
、
ト
も
の
画
H
に

、
伺
ー
瓠

一

第
二
回
の
教

暖
b
目
～
塾
員
、
が
ひ
り

か
几
穴
.
こ
恥
ら

の
ー4
獲

ゆは
例
よ
り

約
レ
ー
超
れ
、
内

,も
発
展
札
を

小
レQ

ー
、
莉
U

濯
卜
員
に

ー
り
上
が
り
が
(

り
れ
た
か
「
た
。
へ
ー
の

㎜
回
彗
各
ノ

ノ
.、
は
口

拍
湊
員
蝦
出
が
"
れ
、
い

、

り
か
の
ー
ノ
,、
で
は
選
H
さ
れ
ご
い
な

い
。
ク
ノ
7、
f
麟
は
五
月
に
人
つ
た
時

R
」
お
い
て
数

ノ
ラ
ス
が

鷺
な
っ
て
い

た
だ
け
で
あ

,
た
。
日
浮
委
貝
八
(と
シ

ノ
,、

劇
の
状
況
は
近
勾
に
な
い
低

`

を
小
し
こ
い
る
。
新
人
牛
が
目
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と
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光

晴
他
/
4

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
構
造
h
武
田
隆

夫
/
5
近
代
経
済
学
の
理
論
構
造
11
安
井
琢
居

。
熊

谷
尚
夫
/

6
蓄
積
論
ー1
凹
塩
信
雄
/
7
恐
慌
論
"
戸

原
四
郎
/

8
価
格
理
論
"
大
石
泰
彦
/
9
国
民
所
得

理
論
11
宮
沢
健

一
/
10
計
量
経
済
学
11
内
田
忠
夫
/

11
西
洋
経
済
史
"
大
塚
久
雄
他
/
12
日
本
軽
済
史
11

山
口
和
雄
/
13
産
業
構
造
論
H
篠
原
三
代
平
/
14
現

代
企
業
論
1ー
鎌
倉
昇
/
15
農
業
経
済
論
11
大
内
力
他

/
16
国
際
経
済
論
11
名
和
統

一
/
17
金
融
論
"
川
口

弘
/
18
財
政
論
11
林
栄
夫
/
19
労
働
経
済
論
11
隅
谷

一一喜
男
/
20
現
代
資
本
主
義
論
11
宮
崎
義

一/
21
社

会
主
義
経
済
論
ー1
岡
稔

・
山
内

一
男
他
/
22
福
祉
国

蒙
論
ー1
小
谷
義
次
/
23
世
界
経
済
の
再
編
成
11
行
訳

健
三

・
阿
部
統
/
24
戦
後
日
本
の
社
会
と
経
済
11
遠

藤
湘
吉
/

25
戦
後
日
本
経
済
i
成
長
と
循
環
11
中
村

隆
英
/
26
地
域
開
発
の
経
済
1ー
大
来
佐
武
郎
他
/
27

資
本
主
義

と
技
術
11
林
雄
二
郎
/
%
統
計
日
本
経
済

"
相
原
茂
他
●
各
巻
別
冊
論
文
付
・
菊
判
総
ク
ロ
ス

装
函
入
・
定
価
五
九
〇
～
七
〇
〇
円

別
冊
執
筆
者
11
水
円
。糾/
導"
俊
彦
/
甲
田
拍
明/
入内
秀
朗
/
伊
藤
誠
/
筑

"
華
口/
村
」
泰
尻
/
尺
15雄
一/
冨
域
14
一
/鴨
,並
二
/
垢
藤
策
一/窟

林
或止
/
伊
東
止
則
/
森
臼親
司
/
米
川
伸
一/
石潟

旧/
寿
野
谷
佃一/

堀
托保
蔵
/
福
地
'が
フ
逸
屍
振
三
/
俺
佃
尚
美/
阪
お
蓉

郎
/
一
辺
信夫

笹
蛎
昭
五
/
則
武
保
入/
、本
.悪
一/
水
野
皿
一/
戸塚
跨
人/
神
代
和
欣/

Tヰ
地貌
/
9
鍋
臓
/沢
田
-
一郎
/
柴
由

/
江
[
器
/
作
々
木
建/

倉
又イ
/
綿
貫
我
帽/
佐貫
利
雄
/
香
酉
泰
/
伊藤
種
ツ
問
膵
"
刀/
川崎

俊
班
/
代
鮎
1

/
鮫
島
厄
ね

現
在
望
み
う
る
最
高
の

鰍

執
筆
陣

ウ

鞘

有
沢
広
巳

へ

、

り

敦
」
〉

鮮

.

魅

伎

11
段
の
ρ
回
に
ほ
祈
靴
な
も
の
が
り
い
が
、
右
稽
的
オ
郭

凹
/

呆

は
ま
ナ
引
岡
さ
れ
な
炉
っ
た
。
A
、回
、
筑
隈
確
那
力
ん

4i
八

、
の

一
経

群
ザ

A
集
」
の
ーー
版
に
踏
み
切

っ
た
こ
と
は
、

断
で
あ
る
と
と
も
に
、
9
こ

ゆる

好

r
を

ん
た
も
の
と
し
て
、
村
《
の
広
い
k
か
ら
奮

.～
鼠
弼

浄
、も
っ
で
通
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
ク
。
本
ヘ
リ
の
1
問
内

r
を
み
る
に
、
蹴
r
～
は
い

・
由
も

]

代
の
新
鋭
か
ず

く
り
、
そ
れ

'
れ
に
も
っ
と
も

ふ
さ
わ
し
い
畷
目
力
争
り
あ
て

ら
れ
て
い
て
、
〈,
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
`
k

ゲ
三

つ
も
の
カ

う
る
。
わ
ナ
く

し
は
人

㌔
か
、,
H
の
わ
力
口
に
お
け
る
条
済

-の

回
・
～
か
r
に

ノ
生
q
る

に

くと
ま

り
ず
、
次
代
の

;

へ
の

ー
羅
と
な
り
ん
ご

ζ
オ
期

-
す

㊧
。

筑摩書房
業京神田小川町2
詳細内密見本送量
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し 訪 問 国 名 ノ巡 、 ボー フ ン ド、1イ ツ、 イ リス、

フ フ ン ス、 イ タ リ ー、 イー ス トリ ノ

(期 間 昭 和41年7月27口 ～8月28U

t総 紹≧費 ㍉368.000

し 総 経 費 に 含 まれ る も の

1船 巡 賀

2

)

』

u

葦̀

8

}謬 ユ 運 貴
夕j巾 運 釦
ごの他交通費 地」におけろ交通費一1」
循 旧 費 強イ∫稚ホァルの制1日費

(一琶と名)
食 に 費 川
観 九 費 川 各地における齪光入場料お

よびヴイト料
会 合 費 用 出発の打合せ貌明会な`の

費月ユ
q各 国ほ国調査費
10上 防 注溺 費 　漉劉"

調醗
w躍薗剛"〃

◎御申込方法
参加御希望の方は別紙申込書に
御記入、御捺印俘)上¥30,000
を添えて下記へ御申込み下 さ
い。(御 申込金は総経費に含み
ます)残金は御出発H週間前ま
でに納[入願います。

◎御申込先
暴大、i司志社大、立命館大、府
立医大、府立大各生協(京 都地
区大学生協会館)ブ レイガイド
係まで

、 イ ンツー リス ト代理店

主催難 国 礫平和 旅行社

月 日 都 市 名 交通茂関 個 用 月 日 都 市 名 交通機関 摘 用一 『 一 一
ミゲラン.ソエロ素術館なと

71i2一1 新 」 ノ ノノ1船に て1発 13! ・ ノ P内 児 」ら
、1 1モ1ノ ・iil置 通1頒交皮 イ」}」 ノ川 艮i」 ソ ロ ー レン ス ノ＼ ス

一Ll」 /、ノ、Lノ/ 亀UZ6 /辮 で ＼ ・ワ へ 1Qli ノレ ー レン へ 終日市内見チ
Q

,ノ ノ
トレ ノ 汽 τ ノ累術 面 16ri L」 一 ＼/、 ローマ市内素術灘なと鑓'

)h 1ス ア ワ 列ll }5内 見 吻 1了1」 μ 一 ノ 於日市内見チ
}3,」1[ し一_ン グ ノー1 }r 几 、ヌー ン 博物 館 な と見 18日 ノ_く ノ、 、

」 mu !、 ニ ノ 市内 見,
21 1}〆 ノ ー l」内 見 ∫ 20日 _ン ヘ ン ハ く

3H 1レ ノrノ 口内 凝 ∫ 21U ウ ゴー ン ハ ス ㌣ 前中d」内 見 」
4口 ノ ノ! 列 由 _日 ワ`一 ノ ㍉くL王南 内 児 ∫
5日 1/ 列c巨 ^一_博1・ 鎖 な 別 旧

_)【i 1く γ ワ SUO!8 ソ ニ ン ト機 で ヒス ノソへ
6口 く ノ レ^ 囚 、ノメ 蒋朗 ♪こ1∫ 24Ll モ ス ノ ノ SUO25 昌発時聞まで目山イ動
7レ

ノオ ノ1

ノノ ト 舟章 央 よ1妙豊汽 姶 ご1う邑 20u ハ ハ ロ ノハ ノ 列 質

8u ㌃ ン1! 列 聾i寮国 、ノ博 吻薦 な と 見 ∫ hu日 ナ ガ1り
ハ イカ

ノノ'」ハ イカ 〃 ・」で横 浜 へ

→1」 1一 船 口内 見 ∫ 27日 船 中
11〕日 1}一 ヘ ル イ1.ス レ と 見 ∫

_8i 横`、 、 解 唇双
IHl ヲ ィ ノ_ン ノ、 〆、 Lノ!一'レ河 の 口 ㊧ 八 り

12u 、 ノ ノ ノ! スイスの偶 をたのしむ
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三
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三
二
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コ
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一一【一三
.
一三
一三
一一一三
二
三
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啓
蒙
的
合遣
主
磯
を
越
え
て

幽

ガ
ブ
・
工
沓

ル
セ
ル量

馨

譲

霧
の
歪
の
対
立
か
ら
救
董

契

勇
髪

騨

思
想
家
で
あ
る
。
か
れは
啓
蒙
主
義が
っく
り
幽
し
た
ま
や
か
し
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
克
服す
る
。
マル
セ
ル

甲

に
と
って
存
在
と
は
額
に
什し
て探
究
し、
叙
述
レ
なけ
れ
は
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
では
な
く、
各
人
の

岬

箋

体
鋒

か
箋

す
れ
薫

に
受
け
套

§

の
馨

こ
れ
饗

人
には
輩

画

よ
い
ア
ゾ
ロ
ー
チ
だ
と
思
う
。
外
界
と
の接
触を
断
っか
わ
り
に
、
わ
れ
わ
れ
は
自
分
自
身
を何
か
に結
び

画

つけ
窪

ア
ン
ガ
ジ
エ
蓬

棄

篶

為
嚢

の
嘲
㍗
ア
の
言

て
讐

晶

て
いな
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す
べ
て
の
道
は為
実
在
の
究
極
的
な
把
撮
で
あ
る
宗
教
に
向
か
っ
て
開か
れ

'帰

て
い
る。
苛
か
ら
理
閣
よ
り
も
勘
や
構
を
妊
む
日本
人
は
、
マル
セ
ル
の
哲
学
に
独
か
れ
る
と
こ
ろ
がき
っ
触

と差

い速

鼎

J
・ロ

ゲ

ン

ド

ル

フ

紬W

マ
ル
セ
ル氏
の謂
演
を
こ
こ
に
掲
{塾
9る
。
石
の
文
章
が指
摘
す
る
よ
う
に
、
哲
学
と
詩
と
の
ま
じ
り
あ

うた
マ
ル
セ
ル氏
の
文
単
は
、
そ
れ
な
り
に
私
述
を
魅
き
つけ
る
。
W
・ベ
ン
ヤ
ミ
ン
(「復
製
技
術
蒔代

の
芸
術
」
の
讐
者)
の思
想
と
文
体
と
の
一体
化
に
よ
る
表現
と
は
ま
だ
別
な
味
わ
い
あ
る
も
の
醗

レ
b

り

あ
ス
。
γ
ど
ド

尾
の
鰯
唄
漏
楓
脚
す
る

(編
集
部
)

響

ξ
三
ξ

ξ

一ξ
串ξ

量

三
三
一ご三
三
三
5

疋
間

の
今
後

の
方

向

尊
厳
と
神
性
の
曖
昧
さ

…:白
幽

今
日
の
最
も
覚
大な
、恐
ら
く
現
代

の
人
蘭
に
課
せ
ら
れた
最
大
の問
題
の

一つ
は
単
に
宗
教
と
い
う観
慮に
限
ら

ず
、
広
く
一股
的
に
、
宗
教
を
信じ
な

い
人
々
を
も
含
め
て
、
自ら
の発
明
し

た
技
術
に
よ
って
だ
ん
だ
ん
コ
ント
ロ

ル
ー
さ
れ
つ
つ
あ
る
人
間
が
、今
後
ど

う
な
る
か
、
と
い
う
問
題
で
ある
。

最
初
に
話
葉
の
意
味
を
は
っき
り
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う。
尊

厳
な
る
も
の
砿診o吋①
と
神
胆な
るも

の
㏄乙
ロφ
の
二
つ
の
語
の
意
味は
、

英
曙
で
¢韓
冨
翫
と
国
o蜀
と
の
区

別
に
対
応
す
る
が
、
独
語
で
国
〇一一誌

に
同時
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
二
つの
語
の
悪
味
が
し
ば
し
は
混

同さ
れ
、
間
違
わ
れ
が
ち
で
あ
る
だ
け

に
、
これ
ら
を
は
うき
り
区
別
す
る
こ

と
は大
切
であ
る
。
口
9
圃
の
語
の
意

味は
望
騨昇
と
同
様
比
較
的
容
易
に
決

定
でき
る
。
例
え
ぱ
℃
質巳
目μ=ざ
げ

は疲
の著
書
「組織
神学
」の
第
一巻
、

神と
神
塑の
視
点
の
項
で
次
の
よ
う
な

こと
を
い
う
てい
る
。
「神
々
の
領
域

は神
聖性
ぎ
国凶ロ霧
。゚
の
領
域
で
あ

る
,
神
的な
も
の
含
≦
口oが
現
わ
れ

る
と
ころ
が
尊
厳
な
る
も
の
の
額
藪
で

あ
る
◎押
的
な
領
域
a
<冒
o遭噂げo亨

o
に
送
り
ζ
ま
れる
も
の
は
す
べ
て
聖

別
8
μ器
o冠蕊
o
さ
れ
る
。
神
的
な

も
の
と
は
神
聖な
も
の
昏
oビ
藁
で

あ
る
」
と
.
この
意
味
で
は
神
だ
け

が
神
聖
な
る
も
の
で
あ
り
、
神
聖
性

塁
冒
宕
"o
は神
に
の
み
属
す
こ
と
に

な
る
.
あ
る
人を
指
し
て
聖
人
蟄
冒
ゆ

と
い
う
の
は
、
そ
の人
が
神
の
神
暇
性

を
分
ち
持
っ
て
いる
と
いう
意
味
に
他

な
ら
ぬ
.
こ
の
点
では
門
嘗
♂
プが
、

神
駅
性
は
経
験
さ
れ
る現
象
であ
って

現
象
学
的
記
述
が
可能
であ
る
、
と
い

う
の
は
や
や
疑
間
に
思わ
れ
る
。
レ
か

し
こ
れ
は
大
変
厄
介
な聞
題
であ
る
・

故
、
こ
こ
で
は
諭
ず
る
こと
を
枠
え

る
.し

か
し
正
確
な
深
い
分
析
を祷
つま

で
も
な
く
明
ら
か
な
こ
と
は
、尊
厳
な

る
も
の
と
い
う
概
念
が
神
聖な
るも
の

と
い
う
概
念
よ
り
、
は
る
か
に
漢然
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
哲
学

的
に
分
析
レ
兀
場
合
、
二
つ
の概
念
が

連
関
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
えら
れ

る
が
、
そ
れ
も
決
し
て
明
白
な
こ
と
で

は
な
い
.
私
の
考
え
で
は
、
宗
教
の儒

者
で
な
い
人
々
、
と
い
う
よ
り
は
自分

を
累
教
の
信
煮
と
考
え
な
い
人
々
が
、

尊
敵
さ
の
経
験
を
ど
う
受
け
と
っ
て
い

る
か
、
と
い
う
問
題
か
ら
入
っ
て
いく

べき
だ
と
思
.っ。
こ
こ
で
い
う
尊
厳さ

の
経
験
は
現
代
の
人
閥
に
と
っ
て
の尊

厳
さ
の
経
験
で
あ
る
。
我
々
現代
の人

問
は
、
中
間
的
な
世
界
に
生
き
て
い

る
。
こ
の
世
界
で
は
、
こ
れ
ま
で
の価

値
の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
よ
う
とし
て

い
る
。
棄
て
ら
れ
合
足
さ
れ
な
い
ま
で

も
、
根
本
的
な
疑
閻
に
さ
らさ
れ
てい

る
。
い
わ
ば
四
分
五
裂
①03暴
巴
oo

の
世
界
で
あ
り
、
こ
の
喚
つな
本
質
的

に
過
渡
的
な
状
況
は
、
こ
れか
ら
述
べ

る
こ
と
に
常
に
前
提
さ
れ
る状
況
であ

る
。今

や
技
術
時
代
に
入
っ
た
と
書
つと

ぎ
三
一,㎜三
一一三
¶一F三
芸
三
三
三
一三
一ξ
;
ξ
三
一三
一訓

主
三
一一・=

二
=
一=
一一三
一≡
。篇§
=
一三
≡
一≡

瀞 〆

き
、
私
は
箪
に
、
鼓
術
が
現
代
の
世
界

で
非
常
な
進
歩
発
展
を
遂
げ
た
、
と
い

う
事
実
を
君
お
う
と
し
て
い
る
の
では

な
い
。
人
問
が
自
ら
と
周
囲
と
を
、
技

術
の
旗
印
の
下
に
考
え
て
い
こ
うと
し

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
か
ら
で
て
く
るも
の

は
、
実
践
上
の
人
聞
中
心
主
義
で
あ

る
。
つま
り
、
世
界
は
そ
れ
自
体
では

全
く
意
味
の
な
い
も
の
で
、
人
間
の
み

が
世
界
に
意
味
を
与
え
る
唯
一のも
の

だ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
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技

術

中

心

思

想

の
意

義

人
間
の
意
識
を
無
眼
に
越
え
る
も
の

ロ
■
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評
累
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皆
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自Φ屋
は
「人
間
の
古
め
か
しさ
」
と

題
す
る
注
目
す
べ
き
本
の
中
で
次
の
よ

う
なこ
と
を
言
って
い
る
。
そ
れ
は
、

右
のよ
う
な
考
λ方
を
す
る
場
A只
人

間
は
自
ら
を
技
術
の
勝
利
以
前
の
一種

古
め
か
し
い
謎
の
よ
う
な
生
き
も
の
と

し
て考
え
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
であ
る
。
人
聞
の
思
想
は
実
用
的
に

は
、
自
然
の
内
に
明
ら
か
に
存
在
す
る

とみ
ら
れる
不
ロ70全
性
を
正
し
て
い
く

こ
とに
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の点
に
つい
て
多
く
の
例
を
示
す

〃

と
を人
間
に
許
し
て
い
る
か
のよ
う
に

思わ
れ
る
が
、
技
術
中
心
と
℃
つ観
点

か
らは
望
ま
し
い
と
し
て
も
、
疑
わ
し

い
前提
の上
に
立
って
い
る
。

技
術
甲心
の思
想
は
技
術
の
進
歩
に

対
抗
す
るも
のを
す
べて
無
視
し
よ
う

と
す
る
。具
体
的な
例
を
示
せ
は
、
先

ほ
ど
の
避妊
方
法
の間
題
で
あ
る
。
注

圏
に
値
す
る
こと
は
、
多
く
の
宗
教
信

者
、
と
く
にカ
ト
リ
ック
の信
者
が
こ

れ
に
反
対
し
て
い
ると
いう
ζ
とで
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
の避
妊
と
い
う
方
法

が
生
命
の
尊
厳な
性
質
に対
す
る
繰
解

き
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の表
現
は
生
む

と
い
う
働
き
を
過
少
評
価す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
働き
の
も
つ独
自
価
値
と

超
越
性
と
を
無
視
す
る
も
の
であ
る
℃

城も
大
切
な
点
は
こ
れ
が
神
から
の授

り
も
の
で
あ
って
、
こ
の
擾り
も
の
の

た
め
に
こ
そ
人
聞
は
ζ
の
世
に
在る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
授
ソも
のを

認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
のみ
壁
命
、

よ
り
正
確
に
は
生
命
の
伝
達は
尊
厳
さ

を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。
避
妊
と
いう

生
命
処
理
操
作
は
、
こ
の
授り
も
のを

無
視
し
て
人
間
を
は
仲
介
者
では
な
く

生
産
者
と
し
て
扱
って
い
る
。
仲
介
と

は
神
の
働
き
の
仲
介
を
意
味
し
、神
の

副
造
と
連
関
し
て
、
人
間
の
あら
ゆ
る

創
造
的
活
動
も
仲
介
活
勤
と
考
え
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

私
"と
私
を

生
ん
だ

=
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こと
が
で
き
る
が
、
私
は
と
く
に
、
近

年
開
発
さ
れ
た
新
し
い
避
妊
方
法
を
問

題
に
した
い
と
思
う
。
戴
妊
は
種
と
個

人
の翼
の利
益
に
な
る
と
い
う
進
歩
的

な
多
く
の
人
々
の
考
え
力
は
、
こ
れ
ま

で宙
目
的
に
行
な
わ
れ
て
皆
た
人
間
の

一つ
の働
き
を
、
蔓
配
し
管
岬
す
る
こ

藁
=

憎
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も
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
人
聞
の

誕
生
と
蔵
業
上
の
生
産
と
は
と
う
て
い

比
べら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

商
品
と
違
って
、
種
あ
る
い
は
糟
子
は

無
限
の
過
去
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
子

孫
を
生
む
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
人
聞

の
意
識
を
限
り
なく
越
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
人
間
は
自
ら
の
行

為
を
晃
全
に
認
議
し
て
い
な
い
し
、

又
、愚
索
で支
配
し
尽
す
こ
と
の
で
き

ぬ
過
程
が
人
間
を
通
し
て
進
行
し
て
い

る
の
であ
る
。
生
命
の
伝
え
ら
れ
る
働

き
は
透
明
な
働
き
で
は
な
く
、
従
って

「我
愚う
」に
基
づ
く
合
理
主
義
に
は

対
立
す
る
位
置
を
占
め
て
い
る
。

透
明
でな
いか
ら
と
い
って
暮
厳
で

ある
と
いう
こと
に
は
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な根
拠
は
な
い
、
と
い
う
も
っ

の

=
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世
界

は
私

に
と

っ
て
何
な

の
か

で
あ
る
のみ
な
ら
ず
、
それ
の否
定
を

も
含
む
と
思
われ
る
か
ら
であ
る
。
生

植
機
能
を
他
の
生
物
的
機能
と
異
質
の

も
の
で
あ
る
とす
る
考
え
方は
、
十
分

顧
慮
さる
へ
きも
の
を
持
っ
て
いる
。

私
には
生
殖
機
能
国昌コo昏
o目oqo目o
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科
学
と
技
術
の
進
歩
に
よ
って
、
人

間
が
仲
介
首
と
し
て
よ
り
も
生
産
者
と

し
て
み
る
立
場
に
あ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、
人
間

の
誕
生は
全
く人
間
だ
け
に
関
す
る
事

柄
で
、
神
の関
与
する
と
こ
ろ
で
は
な

い
と
い
つ
人も
ある
だ
ろ
.⊃。
し
か
し

申
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赤
子
が
私
達
に
意
味
す
る
も
の

■

口
祖

先

と

家

族

の

神

秘

父

性

な

る
も

の
消

滅

'白

■

し
か
し
少
な
く
と
も
次
の
こ
と
には

決
し
て
な
い
、と
いう
こと
で
あ
る
。私

気
が
つ
く
。
私
は
希
望
す
る
こ
とも
恵
と
祖
先
と
の
間
に
は
漠
然
と
は
し
て
い

識
す
る
こ
と
も
な
く
生
ま
れ
てき
た
も

る
が
、
内
圃
的
な
関
係
が
存
在
す
る
笥

ので
あ
る
こ
と
に
。
そ
し
て
、私
と
私

であ
る
。
私
は
彼
等
に
加
わ
っ
たも
の

を
生
ん
だ
も
の
と
の
間
に
は
無
数
の新

であ
り、
彼
簿
も
ま
た
目
に
見
え
ぬ
形

し
い
関
係
が
生
じ
て
く
る
。

で私
に加
わ
って
い
る
。
彼
等
は
私
と

この
よ
う
に
私
は
「旅
す
る
人
」
で
同
体
であ
り
、
私
も
彼
等
と
同
体
で
あ

書
さ
、
そ
れ
に
続
い
て
私
の
先
祖
即ち

る
」と
。
こ
のよ
う
に
し
て
私
は
次
の

私
に
先
立
っ
人
の
網
の
目
が
、
と
う
て
結
論
を
李
す
。
「こ
の
鐙
維
し
た
関
係

い
糾
明
し
つ
く
せ
な
い
こ
と
を誉
い

と予
感
と
の全
体
こ
そ
、
家
朕
の
神
秘

た
。
先
祖
の
こ
の
網
の
鱈
は
恐
ら
く
裡

を形
成
す
る
も
ので
あ
る
。
私
は
私
が

限
で
は
人
そ
の
も
の
と
岡
一で
あ
ろ
う
存
在
す
る
と
い
う
¥
実
に
よ
って
こ
の

私
は
次
の
よ
う
に
も
書
い
た
。
「先
祖
神
秘
に参
加
す
る
」
と
。
こ
の
本
で
私

と
い
う
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
大
き
く

が
雷
いた
か
った
こ
と
は
、
家
肱
と
い

な
り
、
漢
然
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
私

う
こ
の分
厚
い全
係
に
は
、
恥
厳
な
る

に
雷
え
る
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

も
の
が
蟹る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
私
と
人
類
の
起
源
と
の
間
に

しか
し
実
際
に
は
個
人
と
家
甑
と
を

介
在
す
る
こ
の
未
知
な
る
も
の
は
、
私

繋
ぐ結
び
目は
だ
ん
だ
ん
ゆ
る
め
ら
れ

を
結
果
す
る
産
物
と
し
で
生
み
出
す
た

てき
て
い
る
。
この
ヌ
族
の
弱
体
化
は

め
の単
な
る
隙
因
に
つ
き
る
も
の
で
は

社
会
掌
的
にも
明
ら
か
な
事
実
で
あ

り
、家
族
が
ヂ
供
と
両
親
と
い
う
限
ら

れ
た
範
囲
に
狭
め
ら
れ
て
き
た
ば
か
り

で
な
く、
よ
り
根
本
的
に
は
父
の
榊
威

が
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
分
る

し
かも
こ
の父
の
桁
肱
は
、
こ
の
椿
利

を
行使
す
へき
人
自
身
に
よ
って
疑
岡

視さ
れ
て
い
る
ので
あ
る
。
「旅
す
る

人
」
の別
のサ
で
私
の
い
お
う
と
し
た

こと
に、
父
の
桁
魔
は
あ
る
使
命
感
と

不可
分に
あり
、
こ
の
使
命
感
は
生
初

的
なも
ので
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ

と
であ
る
。こ
の
使
命
態
は
、生
命
に
対

す
る
響
撒
の愈
を
前
提
し
、
ま
た
必
ら

ずし
も
慰識
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い

が
次
のよ
う
な
杉
え
を
含
ん
で
い
る
。

そ
れは
、生
命
を
生
み
だ
す
と
い
う
寓

艇
は
強
い意
味
を
杓つ
雷
巣
で
あ
る
こ

る
と
、
生命
は限
り
なく
貞
重
な
も
の

で
あ
る
こと
、父
と
は
創
Uの
原
理
と

し
て
の
神
と
、徴
蓮物
と
し
て
の
チ
と

の
聞
の
仲
介
首に
他
な
ら
ぬ
こ
と
、
と

い
う
営
λ
であ
る
。と
こ
ろ
で
、父
の椎

威
か
見
失
われ
、
こ
の使
命
膿
が
う
す

れ
る
と
と
も
に
、先
に言
った
尊
厳
性

の
消
滅
も
明
ら
か
にな
った
。
多
く
の

人
々
は
生
命
の
困
の非
合
理
なも
の、

絶
望
的な
も
の
にむ
し
ろ
目
を
同
け
が

ち
で
ある
。
こ
こか
ら
出
て
く
る
霊
人

な
考
λ
は
、両
親
たち
臼身
が
、
自
分

ら
は
正
当な
根
拠な
し
に
人間
を
こ
の

世
に
呼
び
出
し
た
の
では
な
か
ろ
う

か
、
と
考
え
る
こ
と
にあ
る
。
両
親
た

ち
が
巻
さ
こ
ま
れ
て
いる
人生
と
いう

不
可
解
な
、
そ
し
て
しば
しば
悲
惨
な

一種
の
血
ぴ
に
3
加
す
る
こ
とも
生
さ

る
こ
と
も
、
人
聞
は
別
に
希望
しは
し

な
か
っ
た
と
い
う
の
であ
る
。
こ
の考

え
こ
そ
、
避
妊
と
い
う
考
λ
のも
つ沼

学
的
に
最
も
窒
大
な
側
圃
であ
る
。
こ

の
よ
う
な
、
尊
敏
判
を
↑
く
抜
、葛
に
し

た
悲
観
岡
な
生
命
鋭
が
ら
出
て
くる
も

の
は
、
人
間
の
生
餉
を
工
不
ル
ギ
ー
の

単
な
る
一形
態
と
み
る
考
λ
で
あり
、

そ
の
時
、
ご
の
エ
ネ
ル
ド
r
を
制
岬
し

て
、
そ
の
不
ウ
な
結
果
を
減
少す
る
こ

と
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
A、日
の
中
心
課
題
で
あ

る
。
生
命
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
彦
λ

方
は
技
術
剛
世
界
観
に
よ
っ
て
出
現
し

た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
神
中
心
的
世

ノレ
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と
も
な
意
見
があ
る
。
し
か
し
、
地明

で
な
い
こ
と
1
不
透
明
さ
は
、
人
間

の
根
源
が
漢
然
と
し%
自
然
の
内
に
あ

ら

る
こ
と
を
現わ
し
て
い
るだ
け
であ
っ

て
、
人
間
の
生
命
とは
か
か
る
晴
い自

然
か
ら
で
き
る
だ
け目
ら
を
解
族し
、

で
き
る
だ
け
理
性
の
光
り
へ
と接
近し

て
い
く
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
る
方
が

工
し
いと
思
わ
れ
る
。
こ
の
感
見
を
論

匪
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
不
可
能
て
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
よ
り
正
確
に
言
う
と
、

こ
の
煎見
に
対
玩
す
る
に
は
長
い
回
り

道
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
又
、
粗
神
的
な

も
のを
噂
撤
な
る
も
の
と
み
な
す
必
典

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

八間
が
家
族
と
い
う
飛
煽
に
ど
の
よ

う
な
根
を
持
って
い
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
紬
粋
な
社
会
学
的
研
究
も
必
嬰
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
々
が
は
っ

き
り
認識
す
べき
こ
と
が
ら
で
あ
る
.

私
は
こ
の間
題
を
「旅
す
る
人
」
国
Q

=8
く
凶9
曾
と
題す
る書
者
で
抜
った

こ
と
があ
る
。
「家
族
に
つ
い
て
考
え

る
時
、
私
が連
想
す
る
も
の
は
、
子
供

と
し
て
の私
が
自
ず
と
そ
の
中
心
の
占

め
て
い
る
一つ
の図
形
、
あ
る
い
は
星

座
の
よ
うな
も
の
であ
る
。
そ
こ
で
は

私
は
気
づ
か
い
し
てあ
ふ
れ
た
多
く
の

注
目
の
ま
と
で
ある
。
気
づ
か
い
は
時

に
私
を
知
ら
げ
、時
に
私
を
圧
倒
し
、

あ
る
い
は
いろ
だた
せ
る
。
注
目
の
あ

ら
ゆ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が私
に
は
は
っき

り
分
る
。
こ
れら
の注
目
は
私
の
人
格

に
対
す
る
慧
図
を
秘
かに
持
して
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
には
や
さ
し
い
注

目
も
あ
れ
は
厳
し
い
注目
も
あ
り、
説

得
的
な
注
目
も
、
威
嚇的
な
注
目
も
あ

る
。
家
族
相
互
の
関
係は
時
に々
レ
か

分
って
こ
な
い
。
各
人
が自
分
だ
け
の

生
活
を
持
ち
、
ま
た
各
人
と他
人
と
の

関
係
は
侵
す
へ
き
で
な
い
こ
と
も分
っ

て
く
る
。
幾
人
か
に
と
っ
て
私は
、私

が
い
な
い
聞
の
会
話
の
対
致
で
ある
。

払
に
よ
って
起
る
彼
等
の
考
え
や
感情

は
私
流
に
し
か
私
に
は
分
ら
な
い
。
こ

う
し
て
す
へて
が
葡
妙
に
況
同
し
、
彼

等
と
私
の
聞
に
新
し
い
関
係
が
生
ま
れ

る
。
彼
簿
が
私
か
ら
隠
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
と
、
私
も
彼
等
か

ら
隠
れ
た
い
と
い
う
想
い
に
お
そ
わ
れ

る
。
や
が
て
幼
年
時
代
の
単
純
で
亭
虚

だ
った
生
76は
複
雑
に
な
り
、
晴
う
つ

に
な
る
。
累
族
は
私
に
極
め
て
近
くに

い
な
が
ら
、
し
か
も
私
か
ら
還
く
離
れ

て
いる
。
四
分
五
裂
と
で
も
占
う
へ

き
、最
も
撫
着
し
に
く
い
外
傷
を
受
け

た
状
態
て
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
す
へ

て
でな
く
出
発
点
で
も
な
い
。
父
判

娼
暮
oH島
宕
と
か
粉
す
閑
係
と
い
う

抽
象
的
な
召
葉
を
通
し
て
、
人
に
目
ま

いを
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
阻
さ
れ
禁
し

ら
れ
た
実
在
が
姿
を
堀
わ
し
て
く
る
。

それ
は
私
を
惹
き
つ
け
る
。
し
か
し
こ

の時
、私
は
なに
か
を
冒
縫
し
た
感
レ

にお
そわ
れ
、
こ
の
突
泊
物
か
ら
目
を

そ
ら
す
。

1出
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界
観
に
お
い
て
生
命
に
㌧
え
ら
れ
て
い

た
藤
肱性
が
、
生
命
か
ら
全
て
取
り
除

か
れ
た
た
め
に
、
人
々
は
生
命
を
管
理

し
処
理
す
る
椿
利
忌
員
求
す
る
に
f
っ

た
の
で
あ
る
。

死
に
対
す
る
祝
代
入
の
態
辰
に
つ
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
椙
し
こ

こ
でい
う
死
は
他
人
の
死
の
こ
と
で
あ

り
、
自
分
の
死
の
こ
と
で
は
な
い
。
死

者
に
対
す
る
噂
敬
の
念
が
、
{小敦
附
信

仰
が矢
わ
れ
て
も
な
お
存
続
し
て
い
る

こと
は
、
フ
勇
ソ
ス
な
ど
で
も
認
め
b

れ
る
。と
こ
ろ
が
い
ま
は
、
こ
の
尊
敬

も
だ
ん
だ
ん
失
わ
れ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
る

と
思
のれ
る
。
一体
ど
の
よう
な
償
れ

の働
きに
よ
って
、
か
か
る
こ
と
が
起

『た
の
であ
る
か
。
こ
れ
に
は
、
生
命

は
も
はや
内
的
価
楓
を
抽
た
ず
、
し
た

が
っ
てち
ょう
ど
ス
イ
ソチ
を
ひ
ね
る

よ
う
に
消し
ても
構
わ
な
い
も
の
だ
、

と
い
う
考
え
が
人
い
に
閲
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

こ
の半
翅
紀
間
、
戦
舶
勺
川
害
の
た
び

に
起
った
大
量
殺
人
の
紹
果
は
こ
れ
に

腺
因
す
る
。
一種
の
伝
染
作
用
か
、
一

回
も
人
を
殺
し
た
こ
と
の
な
い
、
伝
就

的
価
値
に
昼笑
で
あ
る
人
々
に
鋤
い
た

の
であ
る
。
株
式
の
君
葉
を
借
り
れ

ぱ
、
生命
の相
場
が
暴
落
し
た
と
言
え

よ
う
。
こ
の場
合
、
商
菜
と
同
様
に
数

が
大き
な
役
割
り
を
果
す
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
この
数
も
、
こ
こ
で
は
尊

厳な
る
も
の
の力
向
と
は
反
対
の
方
向

へ
作
用す
る
。
数
え
る
と
い
う
働
さ

は
、
いわ
ば失
格
冤
菖
の
始
ま
り
と
い

う
よ
う
な
と
ζう
が
あ
って
、
尊
厳
性

を
無
視す
る
傾向
を
鮎
つ
と
さ
え
私
に

は
慰
わ
れ
る
。統
訓
的
方
法
が
用
い
ら

れ
る
渤
合
、特
に
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
が
、不
幸
な
こ
と
に
泳
教
的
価

値
を
守
る
へき
人

さ々
え
、
数
の
誘
悉

に
容
易
に
㎞
服し
て
い
る
の
で
あ
る
。

現る
の技
術
時代
に
生
じ
て
い
る
尊

厳
刊
抹
拍
の過
程
は
以
上
で
明
ら
か
で

あ
る
。
と
ころ
で、
.埋か
ら
見
る
と
こ

こ
に
恐ら
く
、
尊
厳
な
る
も
の
の
封
っ

本
質
的
特
長
が新
し
く
浮
び
上
って
く

る
。
一九
三
〇年
ご
ろ
、
当
時
非
暴
教

み
こ
まれ
た
、
非
人
間
化
さ
れ
た
も
の

でな
いな
ら
ば
大
変
も
ろ
い
無
防
備
の

も
のを
眺
め
る
塒
、
憧
慣
の
念
を
か
き

た
てら
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
例
え

は
、赤
子
が泣
く
の
を
や
め
て
、
微
笑

を
顔
に
浮
か
べる
時
、
我
々
の
丁
か
ら

あ
らゆ
る道
具
を
ふ
り
拾
て
さ
せ
る
の

で
あ
る
。超
越
と
い
う
ぽ巣
の
轍
味
も

こ
の
よ
うな
面か
ら
考
え
る
と
一番
よ

く
理
解
され
る
と
思
う
。
し
かし
こ
の

感
摺も
、新
し
い
技
術
の
チ
ャ
ン
ビ
ォ

ン
を
目
認す
る
人

か々
ら
は
、
弱
々
し

い
不
吉
な
感
摺と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
例
え
は
、
初勘
の
フ
ロ
イ
ド
に
み

ら
れ
る
よ
うな
自
然
L
義
的
色
彩
の
濃

い
粕
神
分
析
が運
想
さ
れ
る
。
恐
ら
く

精
神
分
析
累
は、
我

が々
赤
子
を
見
て

心
を
和
ら
げ
る
こと
を
麗
践
し
な
が
ら

も
計
し
て
く
れる
であ
ろ
う
が
、
こ
の

や
さ
し
い
感
楮
の内
に
、
買
理
への
接

ノ

近
を
鎚
る
こ
とを
断然
否
定
す
る
の
で

あ
る
。
尊
厳
幌
は本
米
、
単
な
る
心
の

傾
向
を
越
え
たも
の
に
つい
て
い
わ
れ

る
孟
葉
で
、
こ
の
こと
を
認
め
ぬ
限
り

そ
の
懲
麻
を
失
い
、漢
黙
と
し
た
形
谷

詞
に
転
落
し
て
しま
つ。

尊
敵
柑
を
こ
のよ
う
に
、煮
識
状
態

の
行
動
に
は
還
兀
でき
な
い
も
のと
し

園
恕
潮
に
つ
いて
書
い
た
別
の
本
で
私
・
て
強
調
す
る
こ
とは
、
この
講
演
の
初

は
、
尊
厳
なる
も
のは
何
の
手
掛
り
も

な
い
阿
も
の
かに
直
凶し
た
時
に
出
て

く
る
感
情
だ
と書
い
た
。
ま
た
、
手
を

合わ
せ
Oと
いう
態
度
は
大
変
狩
長
的

な
態
皮
で
、何
も
する
こ
と
は
な
い
、

何
も
変
え
ら
れな
い、
た
び
た
び
こ
こ

に
届
る
、
こ
とを
.小す
態
度
で
あ
り
、

献
身
的
な
憧
慨
の思
考
であ
る
と
も
書

い
た
。
しが
し
当
時は
こ
の
侵
し
難
い

態
度
の
性
質
を
十
分明
ら
か
に
し
て
い

な
か
っ
た
と
思
っ
。
手
せ
合わ
せ
る
怒

展
が
境
わ
れ
る
第
[の場
所
は
無
防
備

の
も
の
に
相
対
し
たと
き
だ
と
、
現
仙

で
は
考
え
て
い
る
。
技
術
の
世
界
に呑

め
に
目
】=
凶oげ
を
引き
あ
しに
出
し

た
、
尊
厳
さ
と
神
聖
さと
の関
係
を
明

ら
か
に
す
る
の
に
役
耽
つと
思
つ。
ψ

れ
わ
れ
に
と
って
意
味
のあ
る
尊
倣
柑

は
神
の
神
聖
性
に
根
ざ
し
て
い
る
、と

い
って
,一り
で
は
な
い
で
あ
ろう
。
神

の
神
烈
性
が
哲
疋
さ
れ
れ
ば
尊
厳な
る

も
のも
泊
滅
し
ム
る
こ
とは
確
か
ズ
と

思
わ
れ
る
。

(以
よ
は
五
月
二
十
六
日
京
天
で
行な

わ
れ
た
マ
ル
セ
ル
あ

む
の
か
ほ
で
あ

脳藤
擁
璽
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 ～健康
来 春 大 挙 卒 採 用 に つ い て

▼研究力 日本最高の研究設備(写 真)が36年7月 、シオノ

ギの硯究者自身の設計によって建設されました。

120余 名の博士を擁 し、世 界に誇るシ ノこンを生んだ トップ

レベルの研究老達が、薬学 ・医学 ・化学 ・農学 ・理勇 ・工学

の各分野にわた り、新製品の創造に努力 しています。

▼製造力 品質管理 ・衛生管理は世界水準に達 していま勺。

製剤 ・小分包装 をは じめとする最新鋭設備がこの管理水準を

支えています 。

▼販売力 シオノギのDetai1活 動(学 術説明活動)は 、消費

昌の方々にシオメキ 製品を正 しく使用 していただ くため、医

師 ・薬剤師 ・薬店 ・問屋の方々に必要な知識 ・資料 を正確に

提供する仕事 であり、精密かつ学問的に徹底 した技術的サー
しスを基本としてい ます。

事1部

袖 岡 市.ヒ呉 服 町10番1号

博 多 二井 ビ ル'電(28)6773

ノ ギ 製 薬 人
凍然 都 中央 区 日本 綴 本 町3-4

電(663)3211

シ オ
'、阪rb東 区 道修 町3-12

砥(202)2ユ61

●勤 務 地
●職 種
●薬 科 系

o些 員・期間

●お問い合せ

玖颪・名古屋 ・京阪神等の主要都市

Detai1磁an(学 術説明員)

納院・開業医においてシオノギ製晶の正確な学術的説明を行な
っていただきます。
シオノギのみが行ない得るこのDetail活 動は、誇大宣伝、拡

先を目的とせず、真に必要なだけの薬を正確に使っていただく
ための純粋な学術活動であり、仕事を通じて自己をみがき、よ

り成長呵上する意味において最高のものといえます。

特に制限しておりませんのでなるべ く早くお越しください.
詳細資料ご入用の場合はご遠慮なくお申しお越しください.

田

待 遇 ・条 件(男 子 学 士 課 程)

41年4月 現在29,000円

給与・賞与はまったくの実力主義をとっています。参考までに

本年4月 入社者の入社後3年 内の現行標準基本給を示しますと
次の通りです。

勤続1年 後32,500円3年 後38,500円
勤続1ヵ 年以上の場合にも年間約6ヵ 月になります。(1年未満
の場合も支給)

通勤費全額支給、学術部員の場合は1日 約800円 の鐡 客
論されます.ま た、社会保険、健康管理、寮施設等は完備して

わります。
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一ん
だ
の
は
、
【九
三
六
年
の
秋
。
三十

戒
代
も
後
半
に
な
っ
て
、や
っと
あ
り

つ
い
た
研
究者
と
し
て
の
こ
の地
位
に

対
す
る彼
の卒
直
な
嘆
き
は
、
実
は
幸

雌
の
女
伸
の
ひそ
か
な
お
く
り
も
の
で

あ
った
。
そ
れ
は
、
故
国
に
と
ど
ま
っ

た
同時
代
の隊
年
達
を
お
そ
った
還

命
、
マイ
ダ
ス
ソク
や
ア
ウ
シ
ェ
ソィ

ツ
へ
の遵
と
の
第
一回
の
す
れ
違
い
で

あ
った
の
だ
か
ら
。
ア
イ
ン
シ
ュタ
イ

ン
と
の
共
同
研
究
は
「相
対
性
と
運

動
」
の
テ
ー
マで
、
拠
め
て
緊
密
に
進

め
ら
れ
た
。
研
兜
生
活
を
延
長
す
る
資

新
し

、し

地
位
が
殆
ん
ど
約
束
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
偶
然
の
こ
と
で
実
現
し

な
か
った
こ
と
は
、
彼
を
ふ
た
た
び
嘆

か
せ
た
が
、
そ
れ
は
故
国
の
同
時
代
人

の
近
路
と
の
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
二
回
目

の
す
れ
ち
が
い
で
も
あ
っ
た
。

薯
者
の
こ
の
時
期
ま
で
の
半
生
詔は

「奥
実
の
探
求
1
一科
学
者
の
成
長
」

([九
四
}年
)
と
い
う
欝
物
で描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
旧
著
は
、少
算時
代

か
ら
姶
ま
っ
て
、
カナ
ノ
へ
赴任
す
る

自
動
申
の
中
で
、
ヒ
ソ
ト
ラ
ー
のポ
ー

ラ
ン
ド
侵
攻
の
ラジ
ォ
ニ
ュ
ー
スを
耳

た
。
こ
の
旧
善
に
比
へ
れ
ば
、新
蕾
の

こ
の
部
分
は
断
拍
的
で
、や
や
印
敦
と

し
て
散
慢な
感が
あ
るが
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
思
い出
を
綴
る
文
章
は
や
は

り
最も
印
象
深
い。
盈
子
力
学
の
統
計

的
解釈
に
対
し
「私
が
そ
れ
を
、
暫
定

的
な
手
段
と
し
て
、
一時
的
な
必
質
と

し
て導
入
し
た
の
で
す
。
こ
の
仕
方
な

くや
った
こ
と
聖
脊
効
な
手
段
に
し
て

し
ま
う
と
は
想
像
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
い
う
ア
イ
ン
シ
ュタ
イ
ン
の
告

白
等
は
興
妹
深
い
。
第
[部
の
末
尾
の

三篇
は
旧
君
に
な
い
新
し
い
材
料
で
、

中
世
の
門

ロ
に

理
論
物
理
学
者
の

趨

雲

.
騒

「響

し日

の々
ス
}ら
ず
李

蒙

に
ベ
ル
リ
ン
.ゲ
ノチ

シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
な
ド
キ

ュ
メ
ン
ト

　イ
ン
フ
ェ
ル
ト
著

真
実
を
求
め
て

み
み
ず
書
房

「雌
で
も
自
分
の国
に
つ
いて
は
予

言
君
と
な
り
え
な
い
」
とは
、ポ
ー
ラ

ン
ド
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
豚
であ
る
と

か
。
二
十
世
紀
の
ポ
ー
ラ
ンド
史
の
示

す
激
動
も
、
こ
の
諺
を
裏
書き
し
て余

り
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
書物
の習

者
レ
オ
ポ
ル
ド
・イ
ン
フ
ェ
ルト
は
、

十
九
世
紀
末
年
に
ポ
ー
ラ
ンド
のク
ラ

ク
フ
の
ユ
ダ
ヤ
街
に
生
れ
、
現在
ワ
ル

シ
ャ
ワ
大
学
の
理話
物
理牽
研
究所
の

り
ー
ダ
馨
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
理論

一ケ
ノ
チ
」

く

本
書
は
こ
の
蓋
者
の
六十
余
年
に

励議
暴
編
墾

ζ
と
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
とし
て生
れ

た
が
故
に
豪
る
不
当
な
冷
遇
・悪
条
件

に
軌
し
て
、
こ
の
多
感
か
つ
側性
皿
か

な
青
年
科
学
者
が
き
り
拓
い
て
い
った

人
生
行
路
に
は
、
波
乱
に
富ん
だ
曲
折

・劇
的
な
数

の々
場
面
が
、
自か
ら
備

って
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

イ
ン
フ
ェル
ト
の
青
年
時代
、
一九

三
+
粍

霜

蓼

.季
論
の
窮

酵
霧

澤

の
英
講

代
であ
。た
。

旧
態
依
然
た
る
故
国
の
教
育
に
あき
足

(一九
六
四
年)
が
示
す
如
一ン
ゲ
ン
・ケ
ン
ブ
リ
ソ
ジ
に
留
学
し
、

幽既
に
ボ
ル
ン
、
フ
ァ
ン
・デ
ル
・ヴ
ェ

ル
デ
ン
等
の
気
鋭
の
研
究
者
と
共
同研

究
で
優
れ
た
力
個
を
発
揮
し
て
大
学を

卒
業
し
た
彼
に
対
し
て
、
故
国
は
研
究

霧

を
つ
言
る
巖
垂
簿

こ

と
を
弗
ん
だ
。
中
学
校
・ユ
ダ
ヤ
人学

校
さ
て
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
校
長
等
の

一職
を
転
々
と
レ
な
が
ら
、
み
たさ
れな

い
傷
心
の
生
活
を
つ
づ
け
た
彼
を
救
っ

た
の
は
、
か
つ
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
一

へ
つの
機
会
を
も
ち
、
当
時
プ
リ
ン
ス

ト
ン
に
あ
った
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

招
き
で
あ
った
。
奨
掌
金
に
よ
る
研
究

生
と
し
て
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
地
を
ふ

金
稼
ぎ
の
た
め
に
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ンと
の
共
著
で
「物
理
学
は
い
か
に
創

ら
れ
た
か
」
と
い
う
啓
袈
書
を
執
筆
す

るな
ど
、
生
活
の
条
件
は
必
し
も
良
く

は
な
か
った
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

時
期
の生
活
、
ア
イ
ン
シ
ュタ
イ
ン
の

樹
顔
を
描
く
筆
は
も
っと
も
は
っ
ら
っ

と
し
てい
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
プ
ジ

ン
ス
ト
ン
で
の
三
年
の
研
究
生
活
の

後
、
一九
三八
年
に
カ
ナ
ダ
の
沁
ロ
ン

ト大
学
の
応
用
数
≠
の
教
授
に
迎
え
ら

れ
る。
そ
の直
萌
、
故
国
の
大
掌
で
の

■ひ●°°雪・.¶

井
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に
す
る
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。
こ
の

新
君
の
第
一部
に
は
、
僑
茜
と
大
体
同

じ
時
期
の
生
活
に
対
す
る
回
想
が
集
め

ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
旧
善
から
の抜

粋
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
旧
薔
で
は
、

年
月
の
経
過
を
克
明
に
た
ど
り
、
意
識

過
剰
と
も
思
わ
れ
る
員
已
分
析
と
リ
ア

ル
な
環
境
描
写
の
交
鎧
に
よ
っ
て
、
極

め
て
迫
力
あ
る
印
狼
を
虚
む
の
に
成
功

し
、
人
種
間
題
に
か
ん
す
る
も
っ
と
も

優
れ
た
著
君
に
与
え
ら
れ
る
ア
エ
ス
フ

イ
ー
ル
ド
貞
を
一九
四
二
佳
に
受
鍋
し

健

 

アイ
ンシ
ェタ
イ
ン
を
説
得
に
プ
リ
ン

スト
ン
にゃ
って
来
た
量
チ
力
学
の
父

ボ
ー
ア
の印
象
。
「二
つの
文
化
」
識

の
G
。
P
・ス
ノ
ー
の
印
象
。
最
償
の

一つ
では
、
年
代
が
や
や
下
った
一九

五
八
年ベ
ル
リ
ン
で
の
プ
ラ
ン
ク
生
誕

百
年
記念
式
で
の東
酉
交
流
の模
様
が

描
か
れ
て
い
る
。

第
二
部
では
、カ
ナ
ダ
で
の十
二
年

間
、
と
[九
五
〇
年
以後
のポ
ーラ
ン

ド
時
代
が
語
ら
れ
旧
薔
の
続
編
に
な
っ

て
い
る
。
幕
切
れ
の
場
面
を
除
い
ては

平
穏
な
研
究
生
活
に
忠
れ
た
カ
ナ
ダ
時

代
の
輿
味
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

ト
ロ
ン
ト
を
あ
れ
た
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
ス
の
ウ
イ
ナ
ー
の
印
家
、
数
学
者
ガ

ロ
ア
の
生
涯
を
描
い
た
伝
記
「神
々
の

愛
で
し
人
」
執
筆
の
裏
話
等
が
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
国
と
し
て
解
放

さ
れ
た
故
国
へ
の
一週
間
の
旅も
、
必

ず
レ
も
カ
ナ
ダ
の
平
穏
な
生
活
と
の訣

別
を
決
意
さ
せ
る
ま
で
には
到ら
な
か

った
。
第
二
回
目
のポ
ーラ
ンド
旅
行

を
d
剛
中
に
た
ま
た
ま
起
り
、
著
者
を

渦
中
の
人
と
し
て
デ
ッチ
上げ
ら
れ
た

「原
子
力
ス
パ
イ
」
事
件
に
よ
っ
て
、

カ
ナ
ダ
へ
の
別
れ
の
決
意
さ
れる
。
こ

の
螂
件
の
経
過
の
記
述は
、ガ
ロ
ア
伝

で
冗
揮
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な

手
腕
に
よ
って
興
昧
洋
々
た
る
読
物
に

な
って
い
る
。
引
用
さ
れ
た
ア
イ
ン
シ

ュタ
イ
ン
の
数
々
手
の
紙
は
渦
中
の
人

よ
り
も
む
し
ろ
事
件
の
本
質
へ
の
見
透

し
に
お
いて
優
れ
、
マ
ソ
カ
ー
シ
ズ
ム

の
嵐
を
予
露
し
て
い
る
こ
と
は
輿
昧
深

い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
十
三
年
聞
は
醤
者

に
よ
れ
は
「シ
ー
ソ
ー
の
よ
う
な
思
い

に
満
ち
た
も
の
で
あ
った
」
シ
ー
ソ
ー

の
上
り
下
り
の
指
様
に
は
、
も
っぱ
ら

ア
イ
ン
シ
ァ
タ
イ
ン
は
相
対
論
の
榊
厩

の
そ
れ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
い
さ

さ
か
ほ
ほ
え
ま
し
い
。「歪
曲
と
鎧
線
」

の
時
期
を
経
て、
一九
五
四
年
頃
よ
り

事
態
は
好
転
し
っ
つあ
る
と
の
記
述
は

こ
の時
期
の数

の々
事
件
を
考
え
れ
ば

いさ
さ
か
物足
りな
い気
が
レ
ない
で

嘩も
な
い
が
、
六
+年
代
の
ソ
連
・中
国

無溺腔 甑凝嚢、灘臨

コソバ、ご宴会に、気軽に御利
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へ
の
旅
行
の印
象
記
は
や
は
り
生
き
生

き
と
し
て
興味
深
い。
本
書
の
最
後
の

頁は
、
旧
薔
のそ
れ
と
同
様
、
極
め
て

劇
的
な
日
付
で害
き
下
さ
れ
てい
る
.

そ
れは
、
一九六
三年
十
一月
、
ケ
不

デ
ィ
暗
殺
の
ニ
ァー
ス
を
耳
に
し
な
が

ら
、
次
のよ
う
な
や
や詠
嘆
的
な
文
章

で
む
す
は
れ
て
い
る。
「わ
れ
わ
れ
は

共
存
の
時
代
の
門
]
に立
っ
て
い
るの

か
、
そ
れ
と
も
新
し
い中
世
の門
口に

立
た
さ
れ
て
い
る
の
か
、私
には
分
ら

な
い
。
私
の
子
供た
ち
の住
む世
界
は

ど
ん
な
世
界
だ
ろ
う
。
それ
は
私
に
は

分
ら
な
い
」
(京
大
璃
学
部
助軟
授
・

珊
諭
物
瑳
学
)

Y
よ
。
同
郷
の
友
よ
。
茗
は
世
に
鍔

がた
い
碁
敵
だ
った
.
億
達
の
思
想
は

葛藤
しあ
い
対
立
し
た
が
った
。
四

月
、
俺は
給
料
取
り
に
な
り
、
君
は
ア

カ
デ
ミ
ー
で励
む
。
別
れ
の
記
念
に
俺

の
な
け
な
し
の銭
別
を
、
君
よ
、
受
け

取
っ
て
く
れ
る
ね.
短
時
周
の
乱
箪
で

失
礼す
る
。

租
は少
壮
の
哲学
者
(哲
学
を
研
究

す
る
蓄は
み
な醤
学
者
だ
)
で
あ
り
、

自
称
ご
ル
ク
ス
セ
義者
だ
ね
。
翻
時
に

政
治
的
な
行動
者
であ
り
、
生
活
そ
の

も
の
か
思
想
の
表現
であ
る
一元
論
者

だ
。
少
く
とも
君は
そ
う
し
よ
う
と
い

一う
姿
勢
で
いる
。

あ
れは
何
時
のζ
う
だ
った
か
、
俺

が
「資
本
論
」と
「地
獄
の
牟
節
」
の

・近
代
思
想
と
し
て
の感
親
と
連
関
を
話

薪

撃

は
君だ
・た
ね
・
あ
の
時
・

君
が
経
済
学
書
濤
集
が
思
想
と
し
て

つ
な
が
る
契
機
があ
る
のか
と
目
を
丸

く
し
て
い
た
のが
、俺
は
正
瞳
い
って

少
し
得
意
だ
っ
た。

俺
は
あ
の
こ
ろ
、神
が
死
ん
だ
こ
と

が
い
か
に
怖
ろ
し
い困
難
で
あ
る
か
が

唇は
五
・
六人
。
フ
ォ
ー
ド
フ
ァ
ン
ら
し
き
老
人
と
、
ア
ー

ト
欝
み
の姉
ち
ゃん
連
と
.
あ
く
び
を
か
み
殺
し
て
い
る俸
怠

サ
ラ
リ
ー
マ
ン。
彼
は

や
が
て
高
いび
き
を
か

い
て
眠
っ
て
レ
ま
っ

た
。上

映
さ
れ
て
いる
映

剛
は
三
十無
位
前
の
リ

バ
イ
バ
ル
「太
陽
は
光

り
輝
く
」
。

ミシシッピーの流 れ 、

解
っ
て
いな
か
った
。
A置は
思
想
と
い

う
も
の
の
価
胆と
刀
を
認
め
、
そ
の
怖

ろ
し
さ
に
戦
裸
し
て
い
ると
ころ
が
あ

る
。
あ
わ
せ
て
創
造と
いう
飛
踊
にも

と
言
い
た
い
と
こ
ろだ
が、
こ
の
方は

だ
い
ぶ
照
れ
く
さ
い。
君
も
俺も
新
し

い
思
想
の
発
見
に
志
す
身
で
は
な
ハ
の

か
。
お
た
が
い
に
わ
が
凪
を
行
こ
う

な
。
時
々
偏
口7.を
あ
げ
て
。

先
目
、
「地
獄
の
季
節
」
を
,邨み
返

し
て
嚢

更
め
て
そ
こ
旨

分
の
些

独
V導

小教
か
ら
救
い田
享

続
き

て
常
に
お
ど

お
ど
レ
兀
犬

な
み
の
黒
ん

坊
達
。
そ
れ

に
敵
役
の
着

い
利
発
な
政

治
家
繭

々

し
い
悪
漢
。

ス
ト
ー
りは

選
挙
の
攻
防

戦
と
、
そ
れ

に
絡
ま
る
黒

入
桿
擁
護
の

閻
題
と
将
軍

の
娘
で
あ
る

い
や
し
い
流

れ
者
の
女
の

死
をめ
ぐ
る
愛
と
正
義
の
物
語
。
登
場
人
物
に
し
ろ
、
ス
ト
ー

り
ー
の展
開
に
し
ろ
最
近
の
愚
に
も
っ
か
ぬ
ブ
ォ
ー
ド
作
品
と

太陽
盈
題名
に
す
る
の
が
流
行
っ
て
い
て
も
こ
ん

な
あ
た
り
ま
え
の口
名
は
、
ち
ょ
っと
珍
し
い
。
そ
し
て
内
容

も
題
名
に
ふ
さ
ら
し
く
あ
た
り
ま
え
で
古
色
蒼
然
と
し
て
い

る
。
何
故今
更、
倉
庫
の
奥
か
ら
こ
ん
な
フ
ィ
ル
ム
を
ひ
き
す

り
出
し
て
き
た
のか
興
行
者
の
繊
覚
を
疑
う
。

70
ミ
U硬
画
最人
の愚
作
「シ
ャ
イ
ア
ン
」
で
、
か
っ
て
の

「駅
扁
蝋
」
や
「荒野
の
決
闘
」
「怒
り
の
ぶ
ど
う
」
な
ど
の

栄
光
を
一拠
に
喪
った
感
の
「狂
」
匠
フ
ォ
ー
ド
が
、
そ
の
狂

気
の
沙
汰
の
片
鱗奪
示し
て
く
れ
る
初
期
の
作
晶
。
舞
台
は
中

爾
部
「
>
H
国

「
H
国
r
U
。
一九
〇
五
舞
。
登
場

人
物
は
フ
ォ
ード
パ
タ
ーン
の
頑
岡
で
正
義
派
の
老
政
治
家
。

将
窟
の
隠し
孫
であ
る
聴
明
で
美
し
い
女
教
師
。
彼
女
を愛
す

る
不
異
タ
イ
プ
の逢
し
い
将
東
の
甥
。
箕
想
累
の将
班
。
教
師

を
し
て
い
る
嬢を
尋
ね
て
来
る
病
ん
だ
母
。
老
政
治
家
を
と
り

ま
く
在
郷
南
岨
人
会
のお
ど
け
た
老
人
達
。
白
人
の
顔
邑
を
見

を
見
出
し
て
ふ
る
え
た
。
そ
れ
か
ら
ふ

と
、
君
の
∴
って
い
た
デ
カ
ル
ト
の
卓

相
を
智
った
。
コ
ギ
ト
と
見
者
の
落
差

は
思
想
と
し
て
と
り
あ
げ
る
に
億
す

る
。
先
ず
こ
の
こ
と
か
ら
話
そ
う
。

デ
カ
ル
ト
の
「わ
れ
思
う
故
に
のれ

あ
り
」
と
は
現
代
で
は
+
変
六
瀦
天

義
だ
。
自
分
が
生
き
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
と
い
う
奴
は
み
な
カ
ル
テ
ジ
ア

ンだ
。
当
時
と
し
て
は
、
人
閥
精
伸
の

感
化
院
の
少
年
む
き

r
ー

ア
メ
リ
カ
神
話

全
く
同
一で、
彼
の思
考
形
態
が
こ
の
作
品
の
頃
か
ら
少
し
も

成
長
し
て
い
ぬ
の
がわ
か
る
。

多
分
こ
の
作品
が製
作
さ
れ
た
当
時
は
、
映
画
に
溢
れ
る
女

易
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニズ
ムが
、
ア
メ
リ
カ
の
良
心
と
し
て
も
て
は

や
さ
れ
たの
では
な
いか
と
推
祭
さ
れ
る
が
、
蝉
屈
も
糞
も
な

い
御
都
合
主
義
の
ハ
ノビ
ー
エン
ド
や
人
物
の
単
純
明
解
な
性

格
づ
け
に
は
砂
い
く
ら
単
純
4
義青
の
ア
メ
リ
カ
人
で
も
っ
い

て
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

し
ぶ
し
ぶ
美
点
を
述
べ
る
と
、ク
ラ
イ
マ
ソク
ス
の
将
軍
の

娘
の
葬
式
を
す
る
崩
面
で
、
選挙
に
小
利だ
と
承
知
し
な
が
ら

覇
儀
硬員
を
買
っ
て
出
る
老故
治家
の郭
蟻
行
進
に
街
の
名
士

や
彼
の
反
人
遼
が、
わ
け
が
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
彼
の
行
進
に
加

わ
る
場
面
は、
う
むを
言
のせ
ぬ
廻力
で
重
離
な
描
写
を
し
て

あ
る
が
、
こ
の
理
諭
な
し
の
感性
的ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マン
こ
そ

ア
メ
リ
カ
を
今
目
あ
ら
し
め
た
原動
力
にち
が
いな
いと
不
思

と
し
て
、ず
い
ぶん
藁
命的
な
竃
言
だ

っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
に
くら
へれ
ば
、

ラ
ン
ボ
ウ
の
「人
わ
れを
思う
」は
は

る
か
に
深
刻
だ
。
俺
は
こ
の
命
題
がよ

く
解
る
。
手
瓶
か
に
述
へ
よ
う。

デ
カ
ル
ト
の
自
我
は
あ
く
ま
でも
自

我
の
内
部
に
留
って
、
そ
こ
か
ら
の
離

脱
を
経
験
し
て
な
い
し
、
ま
た
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
.
つ
ま
り
目
我
は
ど
こ

ま
で
行
って
も
口
戎
と
し
て
終
る
ほ
か

な
い
。

ラ
ン
ボ
ウ
の
自
我
は
一度
現
実
の
外

に
出
た
精
神
が
、
再
び
自
覚
的
に
自
我

の
内
部
に
み
って
ゆ
く
還
動
を
踏
ん
で

い
る
。
だ
か
ら
ラ
ン
ポ
ウ
に
と
っ
て

は
、
自
我
と
は
発
見
す
へき
無
私
な
る

素
材
な
の
だ
。
だ
か
ら
一個
の
客
体
の

形
態
で
存
在
し
て
い
る
。
っ
ま
り
こ
れ

}は
ラ
ン
ボ
ウ
と
い
う
楚

の
名
の
つ
い

た
自
我
と
い
う
よ
り
も
、
醗
の
自
我
で

一あ
,て
も
い
い
、
そ
こ
に
あ
る
と
こ
ろ

の
だ
れ
か
な
の
だ
。
超
目
我
と
言
っ
て

も
い
い
。
こ
れ
が
「僕
と
い
う
の
は
一

個
の
他
者
で
す
」
と
い
う
意
味
だ
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
単
数
三
人
称
で
し
か
表

現
レ
よ
う
が
な
い
。

現
実
を
こ
の
よ
う
に
一個
の
対
象
的

な
存
右
と
し
て
発
見
し
て
ゆ
く
力
弦
こ

そ
、
思
愚
の
近
代
が
獲
得
し
た
秘
蹟
な

ん
だ
。
こ
の
方
法
に
よ
う
て
は
し
め
て

綱
神
の
名
に
傾
す
る
目
由
な
浬
動
の
途

が
開
か
れ
る
。
思
想
は
現
実
を
発
見
す

る
行
為
だ
か
ら
ね
。

ラ
ン
ボ
ウ
の
見
者
の
理
想
は
、
億
が

「地
上
に
降
誕
し
た
初
発
の
人
間
の
感

動
を
獲
得
す
る
理
想
」
と
呼
ん
で
い
る

こ
と
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
だ
。
ラ

ン
ボ
ウ
は
天
才
的
な
表
現
力
で
こ
の
感

動
を
詩
に
疋
穂
し
た
。
彼
が
好
ん
で
徽

乱
し
た
我
現
を
選
ん
だ
理
由
も
わ
か
る

だ
ろ
う
。
俺
は
こ
の
内
容
を
、
「神
の

声
に
触
れ
る
こ
と
」
と
名
づ
け
て
い

る
。ひ

と
た
び
こ
の
理
想
に
と
り
つ
か
れ

た
人
聞
は
世
界
の
果
て
ま
で
剛
ち
て
ゆ

く
.
「侮
は
何
処
と
と
も
し
れ
ず
賭
ち

て
ゆ
く
、
何
時
の
事
か
、
そ
れ
す
ら
俺

には
解
ら
な
い
」
こ
の
後
半
の
【行
に

は
腹
の低
が
冷
え
上
が
る
で
は
な
い

か
。醐
壊
の自
意
識
す
ら
喪
った
、
生

き
な
が
ら
の
亡
者
の
声
だ
。
つ
い
に

「生
活
の時
計
」
が
止
ま
る
。
「此
処

に
は誰
も
いな
い、
而も
誰
か
が
い
る

の
だ
」
ー
怖
る
へき
虚無
の表
'
ては

一な
い
か
。
そ
こ
か
ら
「俺
は
隠
さ
れ
て

い
る
、
し
か
も
隠
さ
れ
て
い
な
い
」
と

む
ご
い
う
め
き
を
上
げ
て
神
を
呼
ん
で

も
、
も
う
救
わ
れ
な
い
:
。

ラ
ンボ
ワの
神
は
非
情
だ
った
。
彼

を
地獄
の底
に突
き
落
し
た
。
デ
カ
ル

ト
の神
は
彼
を
天
国
に
招
き
よ
せ
る
。

俺
が
落
左
と
いう
の
は
こ
れ
な
の
だ
。

俺
も
ま
た自
分
の
身
に
つ
け
た
既
成

の
偶
像
と
価
値を
壊
し
続
け
る
.
そ
の

果
ては
ど
こ
ま
で聯
ち
る
か
わ
か
ら
な

てしと思想の孤児
コギ トと見者の落差

矩正

 

由

.一
石 。
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範
を
求
め
る
こ
と
が
でき
な
い。
し
か

し
そ
の
代
償
と
し
て
何
に
も
増
し
て

「自
由
」
と
い
う
特
擢
を
も
っ
て
い

る
。
思
想
の
孤
児
に
は
全
てが
許
さ
れ

て
い
る
の
だ
。
ど
う
生
き
る
の
も
臼

由
。
何
タ

♪ても
聞
えな
い。
な
に

せ
守
る
へ
き
道
徳
は
何
[つ持
た
な
い

の
だ
か
ら
。
死
ぬ
時
も
き
っ
と
、た
っ

た
[人
で
野
た
れ
死
に
だ
。
決し
て
立

派
な
人
に
な
る
こ
と
を
望
まな
い。
む

し
ろ
社
会
的
に
は
不
要
ど
ころ
か
、
害

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
多
い。
彼
は粕
神

の
ス
ラ
ム
か
ら
、
世
界
中
が
自分
の食

糧
庫
で
あ
り
、
墓
場
だ
と
思
っ
て
い

る
。ー

君
に
あ
げ
た
い
銭
別
と
は
こ
の
こ

と
だ
。
つ
ま
り
目
分
が
思
想
の
孤
児
だ

と
い
う
自
覚
を
も
て
と
い
う
こと
だ
。

この
悲
惨
と
栄
光
を
身
の
証
し
と
せよ

と
いう
こ
と
だ
。
も
っ
と
も
セ
ン
シ

ブ
ル
で
た
く
ま
し
い
精
神
ー思
想
の
孤

児
。
吉
本
隆
明
と
い
う
人
が
「精
神
の

閥
屋
」
に
な
れ
と
毯
って
い
る
が
、
俺

の
「患
想
の
孤
児
」
に
な
れ
と
い
う
主

張
も
これ
に
劣
ら
ず
有
血
な銭
別
だ
と

思
うが
君
は
ど
う
か
?
俺
は
曝
顔
だ
か

ら
、掩
の観
念
の
方
が
生
産
性
を
打
ち

出
し
て
いる
だ
け
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
と
思

っ
て
いる
。
思
想
の
孤
児
1
ど
こ
に
も

よ
り
ど
ころ
を
も
た
な
い
自
立
した
糟

神
ー
に
な
る
こ
と
を
怖
れ
な
い
こ
と
.

これ
は
弱
者
の
累
朴
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
であ
る
。
英
雄
へ
の
憧
憬
とほ
全
く

い
・
。
現実
を
根
底
か
ら
疑
う
こ
と
は
一次
元
が
違
う
の
だ
。
む
し
ろ
呪
わ
し
い

自
分
の
生皮
を
ひき
は
ぐ
行
為
だ
。

糟
神
の
ス
ラ
ム
(底
辺
)
に
生
き
る

孤
児
ー
俺
には
そう
いう
生
いた
ち
が

あ
る
よ
う
だ
。
俺は
父
な
る
神
の
拍
て

子
、
糟
紳
の
孤
児だ
.茜
、
戦
災
掘
児

と
い
う
不
掌
な
r
供達
が
いた
.彼
ら

に
は
家
も
両
親
も
な
か
った
。幼
い
の

L
保
護
す
る
者も
な
く、
彼
ら
は
自
力

で
生
き
伸
び
ね
ば
なら
な
か
った
.
そ

の
宿
命
は
そ
の
ま
ま
俺
の精
神
の論
理

だ
.思

想
の
孤
児
に
は
兄
弟
が
な
い。
ど

こ
に
も
類
を
求
め
る
こと
が
で
き
な

い
。
導
く
遵
徳
も
与
え
ら
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
手
哩
い
思
想
の
保
護
者
も
い
な

い
。
だ
い
い
ち
こ
の
世
に
家
が
な
い
。

自
分
で
自
分
を
創
造
す
る
ほ
か
救
わ
れ

な
い
。
てれ
も
、
ど
こ
に
も
公
式
や
規

自
分
な
の
だ
。

M
よ
。
君
も
早
く
こ
の
底
辺
ま
で
降

り
て
き
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
俺
の
眼
に

は
M
よ
、
君
の
位
撒
は
商
す
ぎ
て
ま
ぶ

し
い
の
だ
。
い
つ
落
ち
な
い
だ
ろ
う
か

と
は
ら
は
ら
す
る
。
こ
れ
と
い
う
の

も
、
君
が
人
よ
り
も
商
尚
な
生
き
方
を

し
て
、
高
等
な
人
間
と
し
て
人
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
愛
さ
れ
る
人
間
に
な
り
た
い

と
いう
可
愛
ら
し
い
欲
望
か
ら
来
る
と

思
う
のだ
。
そ
れ
は
噺
貞
の
倫
理
と
し

て可
憐
で
あ
る
だ
け
に
不
潔
な
の
だ
。

そ
こ
へ行
く
と
、
思
想
に
ょ
って
孤

児
であ
る
者
の
ふ
て
ぶ
て
し
さ
を
見

ろ
。
彼
は
生
ま
れ
か
ら
し
て
高
尚
で
な

い
のを
よ
く知
って
い
る
か
ら
、
自
分

の
ス
タイ
ルを
つく
ろ
お
う
と
は
し
な

い
。
彼
は他
人か
ら
愛
さ
れ
よ
う
と
努

め
な
い
.
む
し
ろ
、
い
や
った
ら
し
い

事
だ
と
思
って
い
る
。
彼
よ
り
も
優
越

し
た
が
る
奴
は
、
喜
ん
で
自
分
の
擾
の

上
の
座
に
乗
せ
て
や
る
.
そ
ん
な
こ
と

で
葛
藤
す
る
く
ら
い
な
ら
、
孤
蝕
の
ま

ま
充
笑
し
て
い
た
方
が
面
倒
い
ら
ず
で

よ
ろ
し
い
.
思
想
の
砥
児
は
無
駄
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
支
払
う
ほ
ど
畳
か
で
は
な

いの
だ
。
し
か
も
彼
は
少
し
も
卑
屈
で

は
な
く
胸
を
張
って
歩
い
て
い
る
。

君
も
早
く
こ
ζ
ま
で
来
て
ほ
し
い
も

のだ
。
俺
の
菖
葉
が
君
を
挑
発
し
た
と

し
た
ら
、
こ
の
文
を
書
い
た
試
み
は
成

功
な
のだ
が
…。

君
を
見
て
い
る
と
、
他
人
か
ら
榊
ま

れ
、
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
極
度
に
柿
れ
て

いる
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
に
好
か
れ

よ
う
と
す
る
な
!
そ
う
思
った
ら
、
君

も
生
き
る
勇
翼
が
肥
加
す
る
と
思
う

よ
。
他
人
に
好
か
れ
る
と
か
、
嫌
わ
れ

る
と
か
のよ
り
か
か
り
な
し
に
、
孤
独

そ
れ
自
体
と
し
て
立
って
い
る
人
間
こ

そ
本
当
の
人
間
な
の
だ
。
俺
は
そ
う
い

う
人
が
信
勅
でき
る
の
だ
。
事
実
、
俺

は
世
の全
て
の
人

が々
俺
に
非
難
を
浴

び
せ
て
釆
て
も
平
気
で
受
け
と
め
る
こ

と
が
でき
る
.
君
は
俺
を
榊
た
ら
し
い

奴
だ
と
思
.っか
い
?
そ
れ
でい
て
俺
は

他
人
を
決
し
て
拒
絶
し
な
い
。
常
に
他

人
に
向
って
開
か
れ
た
存
孔
で
あ
ろ
う

と
思
って
いる
。
も
[と
も
俺
は
非
力

だ
か
ら
限度
が
あ
る
。

青
飾
は
思
想
の
肉
体
し
か
持
た
な

い
。だ
か
ら
ど
ん
な
爾
研
も
空
虚
で
誠

し
い
。君
、ち
ょ
っと
気
の
き
い
た
奴

に色
目
を
使
う
な
よ
。
俺
の
友
人
の
中

には
、
自
分
の恩
想
を
大
衆
と
い
う
美

し
い人

に々
食
わ
せ
な
け
れ
ば
お
さ
ま

ら
ぬ
と
いう
「偉
い」
奴
が
い
る
。
自

分
F人
が
世
の中
を
背
負
って
い
る
と

い
う、
と
ぼけ
た
車
命者
だ
。
こ
ん
な

人は
敬
遠
し
てほ
ほ
え
も
う
では
な
い

か
。君
には
そ
う
いう
と
こ
ろ
が
全
く

な
い
。
そ
こ
で俺
は
救
わ
れ
る
。
救
わ

れな
い
のは
、
君
が
自
分
と
組
織
を
肩

一視
し
て
いる
点
だ
。そ
ん
な
爆
純
な

関
係
では
な
い
でし
ょう
。?
俺
は
正

競
の士
と
なる
こと
を
嫌
悪
し
て
い
る

の
で、
君
の
組織
を
買
わ
な
い。
召
が

発り
つけ
る
のは
勝
手
だ
。
連
帯
が
連

帯
と
し
て
の美
し
さ
で
実
る
た
め
に

は
、今
の
目本
は
あ
ま
り
に
着
す
ぎ
る

のだ
。
日本
は
ず
いぶ
ん
蕃
い国
だ
と

俺
は
恩う
.
兼
来
が
ど
う
な
る
か
と
い

う
問
題
は
俺
の賛
弱
な
頭
では
と
う
て

い
解ら
な
いし
、ま
た
大
し
た
園
味
も

な
い。
勝
～
にし
やが
れ
ごあ
る
。
こ

う
い
った
ら
君
は
怒る
だ
ろ
う
が
。
世

の
中
を変
え
る
こと
が
、
ど
ん
な
に
難

し
い
かは
俺
には
想
像
も
つか
な
い

が
、同
じ
くら
いに
自
分
の生
活
を
獲

錫
す
る
こと
も
難し
いと
思
う
が
君
は

ど
う
思
う
か
?
あ
のド
スト
エフ
ス
キ

ー
と
い
う
人も
保証
し
て
い
る
さ。

「人
生
でも
っ
と
も
難
し
い
のは
自
分

自
身
で
あ
る
こ
とだ
」
レ萌
快
な
宇ロ熊

で
ね
。
再
い
え
て妙
で
ある
。

ー
君
の
健
在
を
祈
る
。
(京
大文
学
部

・四
回
生
)
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縁用関侃
遣絡驚

東京都中央区八重洲卜1

大阪市東区瓢5-1

人事部人事課 電話(272)3251(代)
5総 務部総務課 電藷(203)2101(代)

B本 興業銀行は創立以来60余 年、常に産業金融の リーダーとし

て一貫した歩みを続け、長期事業資金の供給に中心的な役割を

果たしてきました。開放経済時代 を迎え、さらに厳 しい国際競

争に臨 まんとしているE本 産業の、よき理解者、協力者として、

興銀の役割は今後ます ますその重要性奪ましていくでしょう。

立=明治35年3月 ■資本金=200億円 ■本店,東京穆干代田区丸の内1-8了EL2暑6-0251

日丘電線株式會
脚 瑚欄鵬 欄 脇 瀟撫@

日立電線 を語 るには、まずく開拓者精神〉か らは じめるべ きで しょう。

これは日立の伝統であり、昭和31年日立製作所から分離独立した当社の

躍進の原動力 となっています。

驚異の成長を難
おいてい まや米国に次いで世 界第2位 。当社は 《電線・伸銅品・ゴム製品》

を主 力製品 に、業界Big・3の ひとつ として、躍進 をつづけています。

今後の需要は、電源開発 、電信電話施設の拡充、国鉄電化 などの長期

支 える難鍵 蹴馨酪1三三
さらに大きく飛躍するためには、これまて似上に、たくましいパイ脅呂ア●スじリ

ットが要求され、著い英知とエネルギーが必要です.

日立電線の将来は、伝続ある開拓者精袖を受げ,ざ.新 し馳未来の磯醜を発展さぐ

る若い諸君の入社によ◎て鴨は

開 拓 者 精 神ll騨 醜ゆ&なるで
、
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